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 東洋インキグループのCSR情報

編集方針
東洋インキグループのCSR活動をご理解いただくため、2019年度は、CSR活動
の方針や要点をまとめた冊子「CSR報告書2019」と、その内容を補足する「CSR活
動報告・データ2019」に分けて報告を行いました。

「CSR報告書2019」では、CSRマネジメントとともに、2017年度に策定した5つ
の重要課題に基づいて、重要課題に関する考え方・方針、SDGsとの関連性、推進
体制、主な活動を報告しています。前年度に比べてページ数を減らし、多くのス
テークホルダーの皆様に関心を持っていただくことを目的に編集しました。
例年CSR報告書に掲載している第三者意見は、今年度もNPO法人 循環型社会研究
会（代表：久米谷弘光氏）に執筆いただき、「CSR活動報告・データ2019」に掲載
しています。

対象期間
2018年1月1日～ 2018年12月31日
一部、2018年以前や2019年の情報も含まれます。

対象範囲
海外を含めた東洋インキグループ
ただし、環境パフォーマンスデータは、国内関係会社およびISO 14001の認証を
取得している海外関係会社（ISO 14001の認証取得している海外関係会社の生産
量は、海外関係会社全体の約75％）

参考ガイドライン
・社会的責任に関する国際規格「ISO 26000」
・GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード
・SDGs（Sustainable Development Goals；持続可能な開発目標）
・環境省「環境報告ガイドライン 2018年版」

CSR報告書2019について
発行
日本語版：2019年6月（次回発行予定：2020年6月）
英 語 版：2019年8月（次回発行予定：2020年8月）
中国語版：2019年8月（次回発行予定：2020年8月）

お問い合わせ先
東洋インキSCホールディングス株式会社　グループ広報室
〒104-8377　東京都中央区京橋2丁目2-1
TEL：03-3272-5720　FAX：03-3272-9788　E-MAIL：info@toyoinkgroup.com

東洋インキグループの理念

経 営 哲 学

人間尊重の経営

経 営 理 念

私たち東洋インキグループは
世界にひろがる生活文化創造企業を目指します。

● 世界の人びとの豊かさと文化に貢献します。
● 新しい時代の生活の価値を創造します。
● 先端の技術と品質を提供します。

行 動 指 針

● お客様の信頼と満足を高める知恵を提供しよう。
● 多様な個の夢の実現を尊重しよう。
● 地球や社会と共生し、よき市民として活動しよう。
● 株主権を尊重し、株主価値の向上に努め市場の評価を高めよう。

●CSR報告書2019（日・英・中）
冊子／ PDF
東洋インキグループのCSR活動に関する基本的な考え方
や、5つの重要課題ごとの主な活動を報告しています。

●CSR活動報告・データ2019（日）
PDF
CSR活動の詳細を報告しています。環境および社会活
動のパフォーマンスデータも掲載しています。

●ウェブサイト（日・英・中）
CSRに関連したトピックスを含めたCSR活動全般を報告しています。報告書の
バックナンバーも掲載しています。CSR活動に関するご意見・ご感想はウェブ
サイトの「お問い合わせ」からお願いします。

●環境データ（日）
PDF
2000年度から2018年度までの環境に関する詳細データを記載しています。

東洋インキグループウェブサイト
https://schd.toyoinkgroup.com/ja/csr/index.html
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私たち東洋インキグループは創業以来、モノづくり企業として製品・サービスを通じてお客様・社員の方々・社会を支える皆様に寄与す
る生活文化を共に創造し、信用と信頼を得ることを最優先に取り組んでまいりました。
今、私たちは、化学製造業を中核とする企業グループとなり、社会に更に大きな影響を及ぼしていることを改めて認識し、あらゆるステー
クホルダーの方々との良好な関係を、今まで以上に維持・強化することに努めています。改めて自らの活動を分析・評価し、人・社会・
経済・環境の切り口からバランスの取れた経営を実践することで、常に有形・無形の価値を生み出し、高め、提供していくことが社会的
責任を果たすための重要な課題であると認識しています。
東洋インキグループは、これからもより一層の公正で自由なビジネスを継続させ、未来に向かって持続的成長につながる経営に努めます。
 （2005年4月制定）（2018年1月改訂）

CSR憲章

 製品・サービスを通じた「価値」の提供
市場に対する新たな「価値」を創造し、人々の生活の質の向上、文
化の発展および地球環境の改善に寄与する製品・サービスを提
供することで、お客様とその先にいる消費者に向けて、最高の信
頼と満足をお届けするよう努めます。

 至誠を追求した事業活動
原料調達から製品販売にいたるすべての事業ステージにおいて、
公正かつ適正な取引を行い、誠実を旨とした事業活動に努めま
す。その活動を通し健全な利益を生み出し、株主をはじめステー
クホルダーに還元します。

 積極的なコミュニケーションと情報開示
様々な企業活動側面において、広く社会とのコミュニケーション
を促進し、経営全般の情報を積極的かつ公正に開示します。

 社会貢献活動への取り組み
社会的な価値のある生活文化の向上に奉仕すべく、本業を基盤と
した社会貢献を行うとともに、地域との共生を目指した良き企業
市民としての社会貢献活動を推進・支援します。

 地球規模の環境保全の推進
すべての事業活動において環境負荷の低減に尽力します。また
地球規模の環境問題を自身が担うべき最大の課題と捉え、その保
全・保護に積極的に取り組みます。

 快適で自己実現のできる職場環境の醸成
社員一人ひとりの個性と人格を尊重し、自主性と能力を十分発揮
できる、働きがいのある、安全な職場環境づくりに努めます。国
内・海外を問わず、人権を尊重し、差別のない労働環境を形成し
ていくとともに、児童労働・強制労働など人道に反したことを認
めません。

 コンプライアンスの徹底
国内・海外各国の法令はもちろん、国際条約や地域の社会規範を
順守し、高い理性と良心と倫理観に基づいた判断と行動の徹底に
努めます。

 理想的な企業統治の構築
経営環境の変化やリスク管理に対して、より機動的かつ柔軟に対
応できるグループ連峰経営体制を構築し、「社会から求められる
企業の姿」を実現できる経営を目指します。
 （2005年4月制定）

CSR行動指針
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東洋インキSCϗールディングス株ࣜ会社
代ද取締役社 ݉ グループC&O

社会の長期的な変化に
対応し、課題解決に向けて
挑戦を繰り返す

トップコミットメント

私たちは、創業200年となる2096年、さらにその先の
「サステナブルグϩース（持続的な成長）」に向けて長ظ構
想「Scientip c Innovation Chain 2027（SIC27）」を定
め、2027年までのؒظを通じて、100年レンジでの持
続的な成長が可能な企業体質の変ֵに取り組んでいま
す。そのために、経営理೦の「生活文化創造企業」の対
を生活者から生໋や地球環境にまで֦͛、また、事業活
動と関わりのਂいSDGsの目標を໌֬にした上で、課題
解ܾの方向性としてライフ、コミュニケーション、サス
テナビリティの3つのサイΤンス分でくくられた11の
ドメインを掲͛ました。（P.15ࢀর）

ݕに、ಠ自のデジタルٕज़を用いたඇ光学式行動ط
システϜ「Fichvita�」の実証実ݧなどの取り組みを開࢝
していますが、引き続き、これらの事業ྖ域でઓུ的に
ビジネスを構築することにより、社会の新たな価値提
供を目指していきます。

私たちを取りרく環境はかつてない΄ど多様でෳࡶ
になっており、中でもੈքが面している長ظ的な変化
は、人口૿Ճと第ೋの情報ֵ໋といわれるデジタルトラ
ンスフォーメーションであると考えています。

ੈքの人口は̍日で22ສ人も૿えており、2055年に
は100ԯ人に達するといわれています。人口の૿Ճとそ
れにうݯࢿの消費とഇغの૿大、環境ഁյのՃなど
が環境面の課題として認識され、また、ශࠔやٌծ、ෆ
ฏにۤしΉ人々がଘࡏし、人ྨの持続可能性にܯが
໐らされています。そのような中、人ྨ共通のΞジェン
ダとして「持続可能な開発目標（SDGs）」が࠾され、ビ
ジネスηクターの貢献も求められています。

一方、AIやIoT、ブϩックνェーンといったٕज़がも
たらすデジタルトランスフォーメーションは、社会課題
解ܾにࢿするखஈとして有ࢹされていますが、طଘの
社会構造や人ؒଘࡏの࠶構築を人ྨに提示しています。

こうした長ظレンジでの変化は、生活者を最ऴのお客
様として考えている私たちにとっては、໋として取り
組Ήべき課題であり、ਅのサイΤンス・Χンパニーを掲
͛ている私たちが、成長するとともに信頼を支える企業
基盤を築く機会として、能動的にこれらをとらえるべき
だと考えています。

真のサイエンス・カンパニーとして
社会課題解決に取り組む

東洋インキグループの事業活動と
関わりの深いSDGsの12の目標
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CSR活動については、ステークホルダーとのダイΞϩ
グを܁りฦしながら、社会課題の解ܾにより成長をਤる
重要課題、持続可能性を支える重要課題、そして信頼を
支えるݎ実な企業基盤を築く重要課題の、合わせて5つ
を策定しました。また、それͧれの重要課題とSDGsの
目標との関連を໌֬にし、長ظ構想とその最ॳの中ظ経
営ܭը「SIC-ᶗ」の1年目である2018年度に活動を開࢝し
ました。「実行߲目」「ありたい姿」や2018年度の実な
どをもとに、重要課題ごとの,PIや2020年度目標を໌֬
にしましたが、引き続き、より実ޮ性のある,PIとマネジ
メント体制のݕ౼などを行い、中ظ経営ܭըとಉ様、3
年ؒの୯ҐでPDCAを回して経営ઓུとの連動をਤりな
がらCSR活動を推進していきます。

なお、2018年度のCSR報告書と環境報告書は、これ
までの優良を上回る「第22回環境コミュニケーション
大」の優लをडしました。2019年度は、東洋イン
キグループのCSR活動を多くの方にご理解していただく
ために、CSR活動の主な活動をまとめた冊子と、それを
補足する「CSR活動報告・データ2019」を発行し、環境
活動の詳細はそちらに記載しました。

2018年度は「新会ܭ年度スタートの年　SIC27の実現
に向けて力強い一าを౿み出そう」というスϩーガンの
もと、長ظ構想と中ظ経営ܭը「SIC-ᶗ」をスタートしま
した。新Ҋ݅の֦販や新ྖ域のணखは進んだものの、
事業環境のѱ化から૿ऩ減益となりました。この݁果を
もとに、私たちは、今までのやり方のԆ長ではなく、長
ըを見つめし、CSRの重要課題をܭ経営ظ構想や中ظ
グループ全体で共有して、۩体的な行動変ֵをՃして
いくことの重要性を֬࠶認しました。

2019年度、新たなスϩーガンとして「SIC27実現に向
け、事業の構造改ֵと企業体質の変にグループ全体で
取り組み、ਅのサイΤンス・Χンパニーとしてඈ༂して
いこう」を掲͛ています。ᶃ市場やސ客ニーζの変化を
とらえた新たな事業展開と価値提供、ᶄモノづくり企業
として、国内外各ڌ点のサプライνェーン、製品構成、
製法・ॲ方をࠜ本から見し、ٕ ज़優Ґで市場を主ಋ、
ᶅ変化をいとわず、ઓを促す෩・人事制度の新と
業改ֵ、の3つを基本方針として、SIC27の2年目、
ઓを܁りฦす中ܭSIC-ᶗのંりฦしの年として活動に取
り組みます。

そして、グループの強みを生かし、また、ඞ要なパー
トナーシップのもと、長ظ構想やCSRの重要課題を通し
て社会課題解ܾに向けた価値提供を行い、東洋インキグ
ループの提供価値であるʠFor a 7ibrant 8orldʡの実現
を目指すとともに、社会からの信頼に応えていきます。

サステφϒルグロースの実現

ଓՄੑ࣋
4

社һをେに
し、ͤやಇ
きがいをٻ
する

3
サプライチェー
ンと共ଘ共ӫを
ਤり、ステーク
ϗルダーの信頼
に応͑る

�ɹ信頼を͑ࢧるݎ実な企業ج൫をங͘

成
2

ֵ新త技術を
通じてڥと
共生する

1
お客様のظ
を͑る価値
を提供し、社
会に貢献する

CSRの5つの重要課題とサステナブルグロース

経営との連動を図り
CSR活動をより一層推進する

挑戦を繰り返し「For a Vibrant World」
の実現を目指して

東洋インキグループのʮCSR報告書201�ʯʮڥ報告書
201�ʯは、ʮୈ22ճڥコミϡχケーションେʯʮୈ�
ճΞジΞサステφϏリティ報告ʯにおいて、いͣΕ

ʰ༏ल をɦडしました。



 東洋インキグループ
関係会社：国内19社、海外54社

（連݁子会社64社、持分法適用関連会社9社）
連結売上高：2902ԯ8ඦສԁ
連結社員数：8274໊

Ģ 持株会社 ʧ

 東洋インキSCホールディングス株式会社
TO:O IN, SC )OLDINGS CO. LTD.

本社所在地：〒104-8377　東京都中央区京橋2丁目2-1
創　　　業：1896年（໌29࣏年）1月15日
創　　　立：1907年（໌40࣏年）1月15日
取締役会長：ࠤ久ؒᅳ༤
代表取締役社長 兼 グループCEO：ݾࠀ
資　本　金：317ԯ33ඦສԁ
社　員　数：410໊
ウェブサイト⾣https://schd.toyoinkgroup.com/

Ģ 中核事業会社 ʧ

 トーヨーカラー株式会社
TO:OCOLOR CO. LTD.

設立：2012年（ฏ成24年）4月1日
代表取締役社長：ઍӋஉ
資本金：5ԯԁ
社員数：505໊
事業内容：৭ࡐ・機能ࡐ関連事業
ウェブサイト
⾣https://XXX.toyo-color.com/

 トーヨーケム株式会社
TO:OC)EM CO. LTD.

設立：2011年（ฏ成23年）4月1日
代表取締役社長：∁ౡ ޛ
資本金：5ԯԁ
社員数：434໊
事業内容：ポリマー・ృՃ関連事業
ウェブサイト
⾣https://XXX.toyo-chem.com/

 東洋インキ株式会社
TO:O IN, CO. LTD.

設立：2011年（ฏ成23年）4月1日
代表取締役社長：ࢁԬ新ଠ
資本金：5ԯԁ
社員数：807໊
事業内容： パッケージ関連事業　　

ҹ・情報関連事業
ウェブサイト
⾣https://XXX.toyoink.jp/

東洋インキグループの概要

36.6％（106304）

ΞジΞ、
中国・東ΞジΞ

53.6%	155568


日本

0.2％（513）

ΞフリΧ

4.5％（12912）

Ϥーϩッパ

5.1％（14909）

米・中ೆ米

24.5%（2029）

ΞジΞ

25.4％（2099）

中国・東ΞジΞ

6.5％（536）

Ϥーϩッパ

38.3％（3168）

日本

5.4％（444）

米・中ೆ米

地域別売上高（連結）（単位：百万円） 地域別社員数（連結）（単位：名）
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201�ച上高ߏൺ ŋŋ26%
ച上高 ŋŋŋŋŋŋ746億60百万円
営業རӹ ŋŋŋŋŋŋ53億90百万円

●൚༻إྉɹ●高機能إྉɹ●إྉࢄମɹ●プラスチックண৭ࡎɹ
ྉ色材・機能材関連事業ࡐృྉɹ●ӷথディスプϨイ༻Χラーフィルタࡐه●

事業セグメント

■ Lioplax® 

Lioplax�は、お客様のニーζに応じたさま͟まな৭࠼や機能性を与することができるプラ
スνックண৭ࡎです。

■ LIOACCUM®

LIOACC6M�は、トーϤーΧラーが販売展開するリνウϜイΦンిి極用ࡐ料です。
■ LIONOL（有機顔料）

有機إ料は、ҹインキ、ృ料、プラスνックのண৭だけでなく、化হ品、Χラーコピー用トナー、
インクジェットプリンタ用インキなど৭࠼をඞ要とするさま͟まな用్に用いられています。

■ LIOCOLOR（顔料分散体）
ಁ、ज़によりٕࢄ料製造でഓわれたಠ自の分إ ໌性、໌性や各छ性の高いإ料分ࢄ体を
提供しています。

●ృࡐྉɹ●೪ணࡎɹ●ラミネートணࡎɹ●ϗットメルトணࡎɹ
●थࢷɹ●؈ృྉɹ●ఱવࡐྉポリマー・塗加工関連事業

■ フィニッシェス®
 

フィニッシェス�は、各छҿ料・৯品などの内容保護や、ۚ ଐの৯ࢭ・০などの目的
で、スνール؈やΞルミ؈の内面・外面にృされている製؈ృ料です。

■ オリバイン®
 

Φリバイン�は、ラϕル用్やࡐݐ・Ոిなどの業分やΤレクトϩニクス分に෯広く用
いられる೪ணࡎ（感ѹ性ணࡎ）です。

■ ダイナカル®
 

ダイナΧル�は、৭ࡐと೪ணࡎを組み合わせたʠషるృ料ʡともいわれるマーキングフィルϜです。
■ ダブルフェース®

྆面テープ「ダブルフェース� 」は、一般業用だけでなくҹ・ి子部品・自動ं・ࡐݐなど
さま͟まなフィールドで用されています。

201�ച上高ߏൺ ŋŋ23%
ച上高 ŋŋŋŋŋŋ660億99百万円
営業རӹ ŋŋŋŋŋŋ60億35百万円

●グラϏΞインキɹ●フϨキιインキɹ●グラϏΞ༹ࡎɹ●グラϏΞ機ث・൛パッケージ関連事業
■ リオアルファ®

ノントルΤン・ノンME,型高性能൚用ラミネートインキで、Ԥभ規制（スイス条例）に४ڌした
৯品แを中心とした「軟แ・ラミネートՃ分」で用されています。

■ アクワエコール®
 

ノンϘイル用్からϘイル、レトルト用్まで෯広く用できるラミネート用ਫ性グラビΞインキです。
■ アクワリオナ®

 

Ԥभ規制（スイス条例）に४ڌしたインキઃܭで、ノンϘイル用్からϘイル、レトルト用్ま
で෯広く用できる軟แパッケージ向けのਫ性ラミネート用フレキιインキです。

■ LPバイオ
Ԥभ規制（スイス条例）に४ڌしたインキઃܭで、ノントルΤン・ノンME,型フィルϜラミネー
ト用グラビΞインキです。
■ レアル® NEX BO、PANNECO® 

ノントルΤン型フィルϜ表り用グラビΞインキです。

201�ച上高ߏൺ ŋŋ24%
ച上高 ŋŋŋŋŋŋ680億47百万円
営業རӹ ŋŋŋŋŋŋ14億91百万円

●ΦフセットインキʢΦフྠ・ຕ༿インキʣɹ●67ʢࢵ外ઢʣߗ化ܕインキɹ●スクリーンインキ
●新ฉインキɹ●ۚଐインキɹ●インクジェットインキɹ●ҹࡐྉおよび機ث印刷・情報関連事業

■ FLASH DRY® LPC EX 

省ΤネルΪー性、ҹリサイクル性に優れた高感度67ߗ化型Φフηットインキで、「インキ
グリーンマーク（igマーク）」における最高基४「ig˒˒˒」を取得しています。

■ WEB DRY® レオエックス®
 

২由来原料を用し、環境負荷にྀした、更ࢴからコートࢴまでの෯広い用ࢴグレードに
用できるΦフηットྠసインキです。

■ TOYO KING NEX® 

২由来原料を用し、環境負荷にྀした、あらゆるҹ条݅でいやすいΦフηットຕ༿イ
ンキです。

■ ヴァンテアンエコー®
 

২由来原料を用し、環境負荷にྀした、高ೱ度新ฉ用Φフηットྠసインキです。
■ FLASH DRY® SS ソフトフィールワニス 

ҹに「しっとりとしたιフトな৮感」と「上質できめ細やかなマット感」を与できる67ߗ化
型インキです。

201�ച上高ߏൺ ŋŋ28%
ച上高 ŋŋŋŋŋŋ793億78百万円
営業རӹ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ9億31百万円
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東洋インキグループネットワーク

　 ● TOYO INK INDIA PVT. LTD.〈インド〉

◆ TOYO INK EUROPE DEUTSCHLAND GmbH〈ドイツ〉

　 ◆ TOYO INK EUROPE UK LTD.〈イギリス〉

★ ● TOYO INK EUROPE SPECIALTY CHEMICALS S.A.S〈フランス〉

　 ◆ UAB “TOYO INK EUROPE BALTICA”〈リトアニア〉

　 ◆ TOYO INK EUROPE FRANCE S.A.S〈フランス〉

★ ● TOYO PRINTING INKS INC. 〈トルコ〉

　 ◆ TOYO INK ARETS INDIA PVT. LTD.〈インド〉

　 ◆ TOYO INK NORTH AFRICA〈モロッコ〉

　 ◆ TOYO INK (MIDDLE EAST) FZE.〈UAE〉
　 ◆ TOYO INK ARETS MIDDLE EAST FZE.〈UAE〉

★ ● TIPPS PTE. LTD.〈シンガポール〉

★ ● TOYO INK COMPOUNDS VIETNAM CO., LTD.〈ベトナム〉

　 ● TOYO INK (PHILIPPINES) CO., INC.〈フィリピン〉
★ ● TOYO INK COMPOUNDS CORP.〈フィリピン〉

　 ● PT. TOYO INK INDONESIA〈インドネシア〉
　 ◆ PT. TOYO INK TRADING INDONESIA〈インドネシア〉

　 ● HEUBACH TOYO COLOUR PVT. LTD.〈インド〉

★ ● TOYO INK (THAILAND) CO., LTD.〈タイ〉

　 ● TOYO INK MYANMAR CO., LTD. 〈ミャンマー〉

　 ● TOYO INK VIETNAM CO., LTD.〈ベトナム〉

★ ● TOYOCHEM SPECIALTY CHEMICAL SDN. BHD.〈マレーシア〉

　 ● TOYO INK EUROPE N.V.〈ベルギー〉

7 東洋インキグループ CSR REPORT 2019

東洋インキグループは、世界20Χࠃでグローバルな事業活動をల։しています。
֤地Ҭにおいて、多様な市場χーζに対応し、品։発・生࢈・ൢച・技術サーϏスなͲをͬߦています。



日本
  【東洋インキSCホールディングス株式会社】
 ˙ マテリΞルサイΤンスラϘ
 ˙ イノϕーションラϘ
˒ ˙ ポリマーデβインラϘ
 ˙ 解析ٕज़ラϘ
 ˙ プϩηスイノϕーションラϘ
  【トーヨーカラー株式会社】
˒ ˔ ࢜製造ॴ
˒ ˔ ໜ原場
˒ ˔Ԭࢁ場
˒ ˔ӽ事業ॴ
  【トーヨーケム株式会社】
˒ ˔ ӽ製造ॴ

˒ ˔ ਆ場
˒ ˔ ೌ 場࡚
  【東洋インキ株式会社】
 ˗ 中部支社
 ˗ 関支社　
˒ ˔ ࡛ 製造ॴۄ
  【関係会社】
 ˗ 東洋インキ海道株式会社
 ˗ 東洋インキ東株式会社
 ˗ 東洋インキ中࢛国株式会社
 ˗ 東洋インキभ株式会社
˒ ˔ 東洋Ξドレ株式会社
 ˛ 東洋インキΤンジニΞリング株式会社

˒：ISO14001認証取得ڌ点　˔：製造　˗：販売　˙：研究開発　˛：そのଞ（機能会社）

　 ◆ 上海東洋油墨有限公司〈中国〉
★ ● 上海東洋油墨制造有限公司〈中国〉

★ ● 天津東洋油墨有限公司〈中国〉

　 ▲  東洋インキSCホールディングス株式会社（在中国事務所）〈中国〉

　 ▲ 東大立化工有限公司〈中国〉

★ ● 珠海東洋色材有限公司〈中国〉

　 ◆ 東洋油墨亜洲有限公司〈中国〉
　 ▲ 東洋油墨極東有限公司〈中国〉

★ ● 江門東洋油墨有限公司〈中国〉

　 ◆ 深圳東洋油墨有限公司〈中国〉

　 ● TOYO INK AMERICA, LLC〈アメリカ〉

★ ● LioChem, INC.〈アメリカ〉　 ◆ TOYO INK ARETS MEXICO, S.A. de C.V. 〈メキシコ〉
　 ● TOYO INK MEXICO, S.A. de C.V. 〈メキシコ〉

　 ● TOYO INK BRASIL LTDA.〈ブラジル〉

　 ▲ TOYO INK INTERNATIONAL CORP. 〈アメリカ〉

　 ◆ TOYO INK ARETS CANADA INC.〈カナダ〉

★ ● 台灣東洋先端科技股份有限公司〈台湾〉

　 ◆ 江蘇東洋仁欣顔料有限公司〈中国〉

　 ● 四川東洋油墨制造有限公司〈中国〉
　 ● 成都東洋油墨有限公司〈中国〉

　 ◆ 東洋インキコリア株式会社〈韓国〉

　 ● 韓一TOYO株式会社〈韓国〉

★ ● 三永インキ&ペイント製造株式会社〈韓国〉

 ˗ 東洋インキグラフィックス株式会社
 ˗ 東洋インキグラフィックス日本株式会社
 ˗ 東洋SCトレーディング株式会社
˒ ˔ 東洋FPP株式会社
 ˛ 東洋ビーネット株式会社
˒ ˔東洋ビジュΞルιリューションζ株式会社
 ˛ 東洋マネジメントサービス株式会社
˒ ˔東洋モートン株式会社
˒ ˔マπイΧガク株式会社
 ˛ϩジコネット株式会社
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私たちがつ͘りͩすさま͟まな品は、らしのதに͋;Εています。
ͦΕは、ී ஈԿ気なͬ͘ているの、ݟかけるの、օ様のす͙ͦにいつଘࡏしています��
東洋インキグループは、1世لを͑てഓͬた技術ྗをとに、さらに生活ऀとしてのࢹにཱͬたϞϊや
サーϏスの͋りํをݟ通し、օ様にتΜでいたͩける༏Εた品を提供する͜とで、
世界தの多様な人ʑのらしを͑ࢧていきます。

化粧品
˛ ϔΞΧラー༻إྉࢄମ
˛ ネイルΧラー༻إྉࢄମ
˗ 化হ品༻थࢷ・ワックス
ఱવ৭ૉ༺ߚޱ ˗

紙おむつ
˛ ಁ ࣪コンパンド
༺おΉつࢴ ˗
 ϗットメルト೪ணࡎ
༺おΉつࢴ ˙
 ਫੑインキ

ペットフード
˗ ササエキス߹
 ϖットフード

太陽電池
˛ バックシート༻ண৭ࡎ
˛ ෧ࢭシート༻ண৭ࡎ
˗ バックシート༻ணࡎ・
 コートࡎ

家電
˛ エΞコンՈి外パネル༻ண৭ࡎ
˛ エΞコンフィルター༻إྉࢄମ
˗ エΞコンフィルター༻ணࡎ
˗ Ոిラミネート߯൘༻ணࡎ

本・雑誌
˗ ຊ༻ϗットメルトணࡎ
˗ ද໘ޫՃ・
 อޢコーティングࡎ
● Φフセットインキ
インキܕ化ߗ67 ●

コップ༻インキࢴ・ثࢴ ˙
˙ スφック՛ࢠ༻インキ
˙ パン・スφックแ༻インキ
˙ Χップメン༰ث༻インキ
パック༻インキࢴ ˙
インキܕ化ߗ67 ●

容器包装
˛ ৯ث・༰ث༻ண৭ࡎ
˗ ҿྉ؈༻ృྉ
˗ ラϕル༻೪ணࡎ
˗ ラミネートフィルϜ༻ணࡎ
༺ثプラスチック༰・ࢴ ˗
 ϗットメルトணࡎ
˗ ダイϨクトフード
 コンタクト༻コートࡎ

ソファー・カバン・
ランドセル
˛ ൽֵ༻
ମࢄྉإ 

衛生用品
˛ シϟンプー・リンスϘトル༻ண৭ࡎ
˛ ੴإ༺ݨྉࢄମ
˛ ਫパイプ༻ண৭ࡎ
ʣݨʢੴ ˗
˗ シϟンプー・リンス
 ٧ସ͑༰ثแ༻ணࡎ
˙ シϟンプー・リンス
 ٧ସ͑༰ثแ༻インキ

フローリング・壁紙
˛ นࢴ༻ண৭ࡎ
˗ フローリング༻थࢷ・ワックス・
ɹ Ԛコートࡎ
インキ༺ࡐݐ ˙

テレビ（液晶）
˛ ӷথディスプϨイ༻
 Ϩジストインキ
˛ ᝑମ༻ண৭ࡎ
˛ プラスチックృྉ༻إྉࢄମ
˗ ޫ ࡎྉ༻コートࡐޚ੍ֶ
˗ ޫ ࡎྉ༻೪ணࡐֶ

ドア
˛ ృྉ༻
ମࢄྉإ 

食品・サプリメント
˗ チョコϨート・
 ҿྉ༻৯༻ఱવ৭ૉ
˗ サプリメント・Χプセル・ཛ・
 ՛ࢠ文ࣈֆฑҹ༻ఱવ৭ૉ
˗ フルーπ༻ワックス
ϒϨンドʮ͜Ώめʯ ˗
エキスೖりコーώー ˗

容器包装（ペットボトル）
˛ ϖットϘトルキϟップ༻ண৭ࡎ
˗ ラϕル༻ϗットメルト೪ணࡎ
˙ ラϕル༻インキ

テーブル
化হ൘༻インキࡐݐ ˙

ティッシュ
˛ ティッシϡண৭༻
ମࢄྉإ 

ペットフード

新聞・本
˗ ຊ༻ϗットメルトணࡎ
● 新ฉ༻インキ

事業と社会とのつな͕り

 ಁ ࣪コンパンド
༺おΉつࢴ 

 ϗットメルト೪ணࡎ ϗットメルト೪ணࡎ

 エΞコンՈి外パネル༻ண৭ࡎ エΞコンՈి外パネル༻ண৭ࡎ エΞコンՈి外パネル༻ண৭ࡎ エΞコンՈి外パネル༻ண৭ࡎ エΞコンՈి外パネル༻ண৭ࡎ エΞコンՈి外パネル༻ண৭ࡎ
 エΞコンフィルター༻إྉࢄମ エΞコンフィルター༻إྉࢄମ エΞコンフィルター༻إྉࢄମ エΞコンフィルター༻إྉࢄମ エΞコンフィルター༻إྉࢄମ

コップ༻インキࢴ・ثࢴ ˙
˙ スφック՛ࢠ༻インキ
˙ パン・スφックแ༻インキ
˙ Χップメン༰ث༻インキ
パック༻インキࢴ ˙
インキܕ化ߗインキ 67ܕ化ߗインキ 67ܕ化ߗインキ 67ܕ化ߗインキ 67ܕ化ߗ67 ●

 ৯ث・༰ث༻ண৭ࡎ
 ҿྉ؈༻ృྉ
 ラϕル༻೪ணࡎ
 ラミネートフィルϜ༻ணࡎ
༺ثプラスチック༰・ࢴ 

 ϗットメルトணࡎ
 ダイϨクトフード

 コンタクト༻コートࡎ

 シϟンプー・リンスϘトル༻ண৭ࡎ

家電
˛
˛̨
˗
˗

ソファー・カバン・
ランドセル
˛̨̨̨ ൽֵ༻ ൽֵ༻ ൽֵ༻ ൽֵ༻
ମࢄྉإ ମࢄྉإ ମࢄྉإ 
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電線
˛ ి ઢ༻ண৭ࡎ

オフィス
˛ O"機ث༻
 थࢷコンパンド
˛ トφー༻ண৭ࡎ
˛ ృإ༺ࢴྉࢄମ
˗ トφー༻ఆணࡎ
˗ デスクマット༻Ԛコートࡎ

防犯カメラ
˛ イメージセンサー༻
ɹ ΧラーϨジスト

木の柵
˛ ృྉ༻إྉࢄମ

看板（バス）
˗ ं ྆マーキング༻
 フィルϜ

ペットフード
˗ ササエキス߹
 ϖットフード

道路
˛ ಓ࿏ృྉ༻
ମࢄྉإ 

パソコン（液晶）
˛ ӷথディスプϨイ༻
 Ϩジストインキ

メディカル
˗ షܕҩༀ品
チップ༻テープࠪݕ ˗
˗ ҩྍテープ༻೪ணࡎ
˙ ҩༀ品แ༻ҹインキ

自動車
˛ ࣗ 動ं・外༻৭ࡐ
˛ リチϜイΦンి༻機能ੑࢄମ
˛ イメージセンサー༻ ΧラーϨジスト
˗ リチϜイΦンి༻バインダーथࢷ
˗ ・外༻০シート
˗ அࡐ・Իࡐ・ःޫシート・ৼࡐ༻೪ணࡎ
˗ フロΞマット༻ϗットメルト೪ணࡎ
˗ シートԾࢭめ༻ϗットメルト೪ணࡎ
˗ エンジン෦品ர造༻ワックス

建築塗料
˛ ・外ݐஙృྉ༻৭ࡐ
˗ ・外ݐஙృྉ༻थࢷ

農業
˛ 業༻ࡐࢿ・
 フィルϜ༻ண৭ࡎ
˗ ༀޮࡎ༻ϙリマー

のぼり旗・垂れ幕
˛ ೀછ༻إྉࢄମ

Tシャツ
˛ ೀછ༻ࢄମ

建材
˗ コンクリートݐஙృྉ༻
 機能ੑथࢷ
˗ ःィンドフィルϜ

飼料
ܲ・ಲ・ڇ ˗ ༺ྉࣂ
 ササエキス

看板
˗ ൘༻
 マーキングフィルϜ
● ҹ൘༻
 インクジェットインキ

食品・サプリメント
˗ チョコϨート・
 ҿྉ༻৯༻ఱવ৭ૉ
˗ サプリメント・Χプセル・ཛ・
 ՛ࢠ文ࣈֆฑҹ༻ఱવ৭ૉ
˗ フルーπ༻ワックス
ϒϨンドʮ͜Ώめʯ ˗
エキスೖりコーώー ˗

容器包装（ペットボトル）
˛ ϖットϘトルキϟップ༻ண৭ࡎ
˗ ラϕル༻ϗットメルト೪ணࡎ
˙ ラϕル༻インキ

タブレットPC
˛ ӷথディスプϨイ༻
 Ϩジストインキ
˗ タッチパネル༻
 Φーバーコートࡐ

携帯電話・スマートフォン
˛ ༗機&-पลࡐྉ
˛ SI.Χード༻ண৭ࡎ
˛ ιルダーϨジストインキ༻إྉࢄମ
˛ イメージセンサー༻ΧラーϨジスト
˗ ޫ ࡎ67ண・ࡎྉ༻೪ணࡐֶ

˗ フϨキシϒルج൘༻機能ੑணシート
˗ ి ࣓シールドシート
˗ ి ఆテープݻ༺෦品ࢠ
˗ ޫ ࡐྉ༻コートࡐޚ੍ֶ
˗ タッチパネルද໘อޢ༻ඍ೪ணシート

携帯電話・スマートフォン
˛̨ ༗機&-पลࡐྉ ༗機&-पลࡐྉ
˛ SI.Χード༻ண৭ࡎ SI.Χード༻ண৭ࡎ
˛ ιルダーϨジストインキ༻إྉࢄମ ιルダーϨジストインキ༻إྉࢄମ
˛ イメージセンサー༻ΧラーϨジスト イメージセンサー༻ΧラーϨジスト
˗̠̠ ޫ ޫ ࡎ67ண・ࡎྉ༻೪ணࡐֶ ޫ ࡎ67ண・ࡎྉ༻೪ணࡐֶ ޫ ࡎ67ண・ࡎྉ༻೪ணࡐֶ ޫ ࡎ67ண・ࡎྉ༻೪ணࡐֶ ࡎ67ண・ࡎྉ༻೪ணࡐֶ

˛ ৭ࡐ・機能ࡐ関࿈事業ɹ˗ ϙリマー・ృՃ関࿈事業ɹ˙ パッケージ関࿈事業ɹ● ҹ・情報関࿈事業

建築塗料
 ・外ݐஙృྉ༻৭ࡐ ・外ݐஙృྉ༻৭ࡐ ・外ݐஙృྉ༻৭ࡐ

 コンクリートݐஙృྉ༻
 機能ੑथࢷ

 ःィンドフィルϜ

 業༻ࡐࢿ・
 フィルϜ༻ண৭ࡎ フィルϜ༻ண৭ࡎ

 ༀޮࡎ༻ϙリマー ༀޮࡎ༻ϙリマー ༀޮࡎ༻ϙリマー ༀޮࡎ༻ϙリマー

 షܕҩༀ品 షܕҩༀ品
チップ༻テープࠪݕ 
 ҩྍテープ༻೪ணࡎ
 ҩༀ品แ༻ҹインキ



･･▶･創業（1896年）から変わ
らない社会課題解決に向
けた姿勢

▶･素材（樹脂・顔料）から製
品までの一貫した生産・
販売体制

･▶･色材、ポリマーの設計・
合成や、配合、分散、塗
加工などに関する高い技
術力

･▶･海外も含めた8,000名を
超える多様性に富む人材

･･▶ ･･国内外20カ国以上での
生産・販売ネットワーク

▶･長年蓄積されたお客様と
の信頼関係

社会への価値提供のために

Scientifi･c･Innovation･Chain･2027（SIC27）
東洋インキグループは、企業と社会の持続的な成長を目指して、「時代を超えた不変の柱」である経営理念をもとに、
世界的な課題やグループの強みを踏まえて経営戦略を策定しました。
そして、SIC27で示した価値提供の実現に向けて、中期経営計画「SIC-Ⅰ」を始動させています。
また、重要課題に基づいたCSR活動が生み出す提供価値を、
中期経営計画のPDCAサイクルの指標とすることで、CSR活動の組織的、計画的な推進を図っています。

・急速な都市化の進行
・気候変動と資源不足
・人口構造の変化
・世界の経済力のシフト
・テクノロジーの進歩
※	PwC「5つのメガトレンドと　
潜在的影響」（2014年4月）

SDGs
（持続可能な開発目標）

サステナブルグロース
（持続的な成長）

対象を「生活者」から「生命」や
「地球環境」にも拡げ、社会課題
の解決に能動的に取り組むこ
とで、すべての対象がいきいき
と共生する世界の実現に貢献
します。

価値革新の追求や、リスクマネ
ジメントの高度化も含めた4つ
の満足度の向上を通じて、自ら
の持続的成長を可能にする企業
体質に変革します。

生活文化創造企業

ISO 26000
社会的責任に関する

国際規格（ （

4つの満足度の向上
すべてのステークホルダーの持
続可能性という長期的な視点
で、CS（お客様満足）、ES（社
員満足）、SS（社会満足）、ShS
（株主様満足）の4つの満足度向
上に努めます。
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メガトレンドと
世界的な課題

東洋インキグループの
強み

メガトレンドを踏まえた
経営理念の考え方
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▼ 東洋インキグループのCSR

˞ Scientip c Innovation Chain：すべての企業活動において、ֵ 新的に発想し、Պ学的に実行する。　
その連によって、生活者・生໋・地球環境の持続可能性に貢献し、自社の持続成長可能性を高める。

経営戦略

CSR

SICôᶗ

挑戦を
繰り返す

SICôᶘ

新しい成果を
積み重ねる

SICôᶙ
持続可能な
企業体質を
創り上げる

新しい重要課題を
グループ全体に
拡大し、

重要課題に基づく
KPIを設定する

重要課題やKPIを
見直して
改善を図る

社会価値を
提供しつづける
企業体質となる

2018年1月～
2020年12月

2021年1月～
2023年12月

2024年1月～
2026年12月

中期経営計画「SIC-Ⅰ」

SIC-Ⅰの基本方針
SIC�ᶗをさらなる100Ϩンジでの࣋ଓతのૅを創り上
͛るظ間とҐஔけ、変ֵのためのࡦࢪをཱてଓけにଧつ。

1. に向けたطଘ事業の変ֵと新事業へのઓ
ଓ可能ੑ向上に向けたϞϊͮ࣋ .2 りֵ͘新の推進
3. 経営ج൫の新

［最終年度目標］
ച上高ɿ��00ԯԁ
営業རӹɿ2�0ԯԁ
営業རӹɿ��0�
ւ外ച上高ൺɿ�0�
RO&ɿ��2�
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経営戦略とCSR活動

すべての生活者・生命・
地球環境がいきいきと
共存・共生する世界の
実現に貢献します。

東洋インキグループの提供価値

For a 
Vibrant 
World

長期構想

Scientifi c Innovation 
Chain※ 2027

社会への
価値提供



重要課題 目指す࢟ SDGsの関࿈目ඪ 実߲ߦ目 201�の実 ,PI SIC�ᶗの目ඪʢ201� ʙ 2020ʣ

重要課題 1
お客様の期待を超える
価値を提供し、 
社会に貢献する

P.15 ～

お客様のظをえるಠ創的な製
品・サービスを通じて、社会のイノ
ϕーションや課題解ܾにࢿする価値
を提供している。これを通じて広く
ステークホルダーから信頼を得ると
ಉ࣌に、持続可能な社会づくりに貢
献している。

1.  「Life」「Communication」「Sustainability」
の方向性での生活文化創造

ㅡ 価値創造に向けた新たな製品・サービスの創
出（行動ݕシステϜ「Fichvita�」、「θϩΞグ
リ」を活用したϘックス式果थഓ、ന内ো対
応Χラーマネジメントιリューションなど）

ㅡ ISO 9001の2015年版の更新ྃ
ㅡ プライϕートショウ「TIG EXPO 2018」を開

し、新製品・新ٕज़をհ࠵

ㅡ 価値創造に向けた新たな製品・サービス
の創出

ㅡ ISO 9001にԊった品質マネジメント　
システϜのӡ用

ㅡ プライϕートショウの開࠵

ㅡ 新製品の֦大（৭ࡐ・機能50：ࡐԯԁ、ポ
リマー・ృՃ40：ԯԁ、パッケージ、
ҹ・情報：140ԯԁ）

ㅡ 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ Ϝ の 構 築 
100�

ㅡ プライϕートショウの継続開࠵

2. 安全な製品・サービスの提供を 
通じたお客様の安心の実現

3. ѹ的に高い品質の保証

4. 高いお客様満足度の達成

重要課題 2
革新的技術を通じて 
環境と共生する

P.21 ～

ֵ新的な環境ٕज़により、製品・
サービスの྆面で社会のリーディン
グΧンパニーになっている。また、
上からԼに及Ϳ事業全体での取
り組みを通じて、社会と環境との調
や社会の持続可能性向上に大きく
貢献している。

5. 環境負荷を低減するֵ新的なٕज़・製品・　
サービスの開発とී及

ㅡ 環境調型製品売上高構成比60.4�（前年度比
1.4ポイント૿）

ㅡ 環境調ޮ指標8.9（前年度比0.2ポイント૿）
ㅡ CO2ഉ出量（国内）89777t（前年度比0.6％減）
ㅡ ΤネルΪー原୯Ґ（海外）160.8Ὑ/t（前年度比

1.9％減）
ㅡ ISO 14001認証取得事業ॴでの2015年版

の更新ྃ

ㅡ 環境調型製品売上高構成比
ㅡ 環境調ޮ指標
ㅡ CO2ഉ出量（国内、全事業ॴ）
ㅡ ΤネルΪー原୯Ґ（海外、ISO 14001認

証取得事業ॴ）
ㅡ ISO 14001の認証取得

ㅡ 環境調型製品売上高構成比62�　　
（2017年度比3ポイント૿）

ㅡ 環境調ޮ指標9.2（2017年度比0.5ポ
イント૿）

ㅡ CO2ഉ出量（国内）88000t（2017年度比
4�減）

ㅡ ΤネルΪー原୯Ґ（海外）154Ὑ/t（2017
年度比6�減）

ㅡ 海外生産ڌ点でのISO 14001の認証取得
80�（2017年度比5ポイント૿）

変動問題の解ܾや対応に向けた取り組みީؾ .6

7. 化学質の適切な管理

8. 環境マネジメントのݎ実な推進

重要課題 3
サプライチェーンと 
共存共栄を図り、
ステークホルダーの
信頼に応える

P.23 ～

対なཱ場からサプライνェーンを
尊重し、ޓいをܹしあうことを通
じて、共ଘ共ӫに向けた֬ݻたる信
頼関係が築かれている。また、こう
した関係をϕースとして、ޓいにڠ
調しながらさらなるઓを続けてい
る。

 働を通じたڠ .9
サプライνェーンとの共ଘ共ӫ

ㅡ 中国地区、ؖ 国における調達基本方針のप
ㅡ 海外ෝ任前研मにおける人権ڭҭडߨ者24໊
（डߨ91�）

ㅡ 「グϩーバル人事ネットϫーク8E#サイト」
（日本語、英語）の開ઃ

ㅡ 調達先બ定基४に基づくサプライϠーの
評価実ࢪ

ㅡ 海外関係会社の調達基本方針のਁಁ
ㅡ 海外ෝ任前研मにおける人権ڭҭडߨ

ㅡ 調達先બ定基४に基づく国内のサプライ
Ϡーの評価実ࢪ100�

ㅡ 海外関係会社の調達基本方針のਁಁの
推進

ㅡ 海外ෝ任前研मにおける人権ڭҭडߨ
100�10. あらゆるステークホルダーの 

人権尊重

重要課題 4
社員を大切にし、

幸せや
働きがいを追求する

P.25 ～

それͧれの社員の人格や多様性が
尊重され、社員が自ら働きがいや自
実現を求する෩がཱ֬していݾ
る。また、෩通しがよくՈ的な職
場環境が、国内外でイノϕーション
を創出するϕースとなっている。

11. 社員の満足につながる 
労働安全Ӵ生の徹底と健߁経営の推進

ㅡ 健߁経営優良法人2019「ホϫイト500」、　　
ঁ性活༂「えるぼし」認定の取得

ㅡ 重大事ނの発生θϩ
ㅡ 国内のٳ業ࡂ度数0.720、強度0.007、

事ނ発生1.9
ㅡ 国内での新ଔঁ性࠾用35�
ㅡ 東洋インキઐ学ߍの研मडߨ者数年ؒԆべ

1174໊

ㅡ 「ホϫイト500」、「えるぼし」の認定
ㅡ 重大事ނの発生݅数
ㅡ 多様な人ࡐのޏ用促進（ঁ性、োがい者、

日本国੶以外のޏ用）
ㅡ 東洋インキઐ学ߍによる研मの実ࢪ

ㅡ 「ホϫイト500」、「えるぼし」認定の継続
ㅡ 重大事ނの発生θϩ
ㅡ 国内での新ଔঁ性࠾用30�
ㅡ 東洋インキઐ学ߍの研मडߨ者数年ؒ

Ԇべ1500໊
12. 組৫の活性化に向けたダイバーシティ推進

13. グϩーバルなࢹ・能力を持つ人ࡐのҭ成

重要課題 5
信頼を支える 

堅実な企業基盤を築く

P.27 ～

コンプライΞンスやコミュニケー
ションなどの実践を通じて、ステー
クホルダーの信頼を支えるݎ実な企
業基盤がཱ֬している。また、この
基盤が、ྺ を継ঝしながら200प࢙
年まで会社がଘ続するための֬かな
ૅとなっている。

14. コンプライΞンスの徹底 ㅡ コンプライΞンスリーダー会ٞ、コンプライΞ
ンスڌ点ミーティングの実ࢪ

ㅡ ಠې法ߨश会、Լ法ߨश会、ٕ ज़ܖ約ߨश会
の実ࢪ

ㅡ ଃऩࢭに関するߨश会の実ࢪ（ϕトナϜ、
インドネシΞ）

ㅡ 自વࡂの適切な対応（大ࡕ部地、日
本߽Ӎ、海道ৼ東部地など）

ㅡ リスクΞηスメントの実ࢪ（国内100�、海外
60�）

ㅡ 国内各ڌ点のࡂ対応マニュΞル策定の推進
ㅡ リスクコミュニケーション活動の継続（ӽ製造ॴ）
ㅡ 中学生の社会体ݧत業、外省や経産省の研म

डけೖれ

ㅡ コンプライΞンスڌ点ミーティングの実
と出੮者数ࢪ

ㅡ 国内でのଃऩࢭに関するߨश会の出
੮者数

ㅡ 海外の関係会社でのଃऩࢭに関する
回数ࢪश会の実ߨ

ㅡ 国内外のリスクΞηスメントの実ࢪ
ㅡ 国内各ڌ点のࡂ対応マニュΞル策定
ㅡ 地域とのコミュニケーション活動の݅数
ㅡ地域でのڭҭ・文化活動の݅数

ㅡ 重大コンプライΞンスҧ反の発生θϩ
ㅡ コンプライΞンスڌ点ミーティング出੮

者数の૿Ճ
ㅡ 各छߨश会（ಠې法、Լ法、ଃऩࢭ

など）の出੮者数の૿Ճ
ㅡ ഊ度指数の高い国にॴࡏする関係会社

でのଃऩࢭに関するߨश会の実ࢪ
ㅡ リスクΞηスメント実ࢪ100�
ㅡ 国内のࡂ対応マニュΞル策定100�
ㅡ 地域とのコミュニケーション活動の継

続・֦大
ㅡ 地域でのڭҭ・文化活動の継続・֦大

15. ഊ・Ԛ職の໓

16. ֬実なリスクマネジメント、ࡂ対応の推進

17. 適࣌・適切かつ積極的な情報開示と
 ステークホルダー・コミュニケーションの強化

18. 事業を通じた地域社会発展の貢献

19. 地域が๊える課題解ܾの貢献

CSRの重要課題とCSR活動の進捗

CSRの重要課題・実行項目とCSR活動の進捗

東洋インキグループは、ステークϗルダーとのダイΞログを重Ͷながら、CSRの重要課題のࡦఆをߦい、̑つの重要課題
と目指す19、࢟の実߲ߦ目を201�にఆめました。また、CSRの重要課題とʮ࣋ଓ可能な։発目ඪʢSDGsʣʯの1�の目
ඪとの関࿈ੑ໌֬にしました。

13 東洋インキグループ CSR REPORT 2019



重要課題 目指す࢟ SDGsの関࿈目ඪ 実߲ߦ目 201�の実 ,PI SIC�ᶗの目ඪʢ201� ʙ 2020ʣ

重要課題 1
お客様の期待を超える
価値を提供し、 
社会に貢献する

P.15 ～

お客様のظをえるಠ創的な製
品・サービスを通じて、社会のイノ
ϕーションや課題解ܾにࢿする価値
を提供している。これを通じて広く
ステークホルダーから信頼を得ると
ಉ࣌に、持続可能な社会づくりに貢
献している。

1.  「Life」「Communication」「Sustainability」
の方向性での生活文化創造

ㅡ 価値創造に向けた新たな製品・サービスの創
出（行動ݕシステϜ「Fichvita�」、「θϩΞグ
リ」を活用したϘックス式果थഓ、ന内ো対
応Χラーマネジメントιリューションなど）

ㅡ ISO 9001の2015年版の更新ྃ
ㅡ プライϕートショウ「TIG EXPO 2018」を開

し、新製品・新ٕज़をհ࠵

ㅡ 価値創造に向けた新たな製品・サービス
の創出

ㅡ ISO 9001にԊった品質マネジメント　
システϜのӡ用

ㅡ プライϕートショウの開࠵

ㅡ 新製品の֦大（৭ࡐ・機能50：ࡐԯԁ、ポ
リマー・ృՃ40：ԯԁ、パッケージ、
ҹ・情報：140ԯԁ）

ㅡ 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ Ϝ の 構 築 
100�

ㅡ プライϕートショウの継続開࠵

2. 安全な製品・サービスの提供を 
通じたお客様の安心の実現

3. ѹ的に高い品質の保証

4. 高いお客様満足度の達成

重要課題 2
革新的技術を通じて 
環境と共生する

P.21 ～

ֵ新的な環境ٕज़により、製品・
サービスの྆面で社会のリーディン
グΧンパニーになっている。また、
上からԼに及Ϳ事業全体での取
り組みを通じて、社会と環境との調
や社会の持続可能性向上に大きく
貢献している。

5. 環境負荷を低減するֵ新的なٕज़・製品・　
サービスの開発とී及

ㅡ 環境調型製品売上高構成比60.4�（前年度比
1.4ポイント૿）

ㅡ 環境調ޮ指標8.9（前年度比0.2ポイント૿）
ㅡ CO2ഉ出量（国内）89777t（前年度比0.6％減）
ㅡ ΤネルΪー原୯Ґ（海外）160.8Ὑ/t（前年度比

1.9％減）
ㅡ ISO 14001認証取得事業ॴでの2015年版

の更新ྃ

ㅡ 環境調型製品売上高構成比
ㅡ 環境調ޮ指標
ㅡ CO2ഉ出量（国内、全事業ॴ）
ㅡ ΤネルΪー原୯Ґ（海外、ISO 14001認

証取得事業ॴ）
ㅡ ISO 14001の認証取得

ㅡ 環境調型製品売上高構成比62�　　
（2017年度比3ポイント૿）

ㅡ 環境調ޮ指標9.2（2017年度比0.5ポ
イント૿）

ㅡ CO2ഉ出量（国内）88000t（2017年度比
4�減）

ㅡ ΤネルΪー原୯Ґ（海外）154Ὑ/t（2017
年度比6�減）

ㅡ 海外生産ڌ点でのISO 14001の認証取得
80�（2017年度比5ポイント૿）

変動問題の解ܾや対応に向けた取り組みީؾ .6

7. 化学質の適切な管理

8. 環境マネジメントのݎ実な推進

重要課題 3
サプライチェーンと 
共存共栄を図り、
ステークホルダーの
信頼に応える

P.23 ～

対なཱ場からサプライνェーンを
尊重し、ޓいをܹしあうことを通
じて、共ଘ共ӫに向けた֬ݻたる信
頼関係が築かれている。また、こう
した関係をϕースとして、ޓいにڠ
調しながらさらなるઓを続けてい
る。

 働を通じたڠ .9
サプライνェーンとの共ଘ共ӫ

ㅡ 中国地区、ؖ 国における調達基本方針のप
ㅡ 海外ෝ任前研मにおける人権ڭҭडߨ者24໊
（डߨ91�）

ㅡ 「グϩーバル人事ネットϫーク8E#サイト」
（日本語、英語）の開ઃ

ㅡ 調達先બ定基४に基づくサプライϠーの
評価実ࢪ

ㅡ 海外関係会社の調達基本方針のਁಁ
ㅡ 海外ෝ任前研मにおける人権ڭҭडߨ

ㅡ 調達先બ定基४に基づく国内のサプライ
Ϡーの評価実ࢪ100�

ㅡ 海外関係会社の調達基本方針のਁಁの
推進

ㅡ 海外ෝ任前研मにおける人権ڭҭडߨ
100�10. あらゆるステークホルダーの 

人権尊重

重要課題 4
社員を大切にし、

幸せや
働きがいを追求する

P.25 ～

それͧれの社員の人格や多様性が
尊重され、社員が自ら働きがいや自
実現を求する෩がཱ֬していݾ
る。また、෩通しがよくՈ的な職
場環境が、国内外でイノϕーション
を創出するϕースとなっている。

11. 社員の満足につながる 
労働安全Ӵ生の徹底と健߁経営の推進

ㅡ 健߁経営優良法人2019「ホϫイト500」、　　
ঁ性活༂「えるぼし」認定の取得

ㅡ 重大事ނの発生θϩ
ㅡ 国内のٳ業ࡂ度数0.720、強度0.007、

事ނ発生1.9
ㅡ 国内での新ଔঁ性࠾用35�
ㅡ 東洋インキઐ学ߍの研मडߨ者数年ؒԆべ

1174໊

ㅡ 「ホϫイト500」、「えるぼし」の認定
ㅡ 重大事ނの発生݅数
ㅡ 多様な人ࡐのޏ用促進（ঁ性、োがい者、

日本国੶以外のޏ用）
ㅡ 東洋インキઐ学ߍによる研मの実ࢪ

ㅡ 「ホϫイト500」、「えるぼし」認定の継続
ㅡ 重大事ނの発生θϩ
ㅡ 国内での新ଔঁ性࠾用30�
ㅡ 東洋インキઐ学ߍの研मडߨ者数年ؒ

Ԇべ1500໊
12. 組৫の活性化に向けたダイバーシティ推進

13. グϩーバルなࢹ・能力を持つ人ࡐのҭ成

重要課題 5
信頼を支える 

堅実な企業基盤を築く

P.27 ～

コンプライΞンスやコミュニケー
ションなどの実践を通じて、ステー
クホルダーの信頼を支えるݎ実な企
業基盤がཱ֬している。また、この
基盤が、ྺ を継ঝしながら200प࢙
年まで会社がଘ続するための֬かな
ૅとなっている。

14. コンプライΞンスの徹底 ㅡ コンプライΞンスリーダー会ٞ、コンプライΞ
ンスڌ点ミーティングの実ࢪ

ㅡ ಠې法ߨश会、Լ法ߨश会、ٕ ज़ܖ約ߨश会
の実ࢪ

ㅡ ଃऩࢭに関するߨश会の実ࢪ（ϕトナϜ、
インドネシΞ）

ㅡ 自વࡂの適切な対応（大ࡕ部地、日
本߽Ӎ、海道ৼ東部地など）

ㅡ リスクΞηスメントの実ࢪ（国内100�、海外
60�）

ㅡ 国内各ڌ点のࡂ対応マニュΞル策定の推進
ㅡ リスクコミュニケーション活動の継続（ӽ製造ॴ）
ㅡ 中学生の社会体ݧत業、外省や経産省の研म

डけೖれ

ㅡ コンプライΞンスڌ点ミーティングの実
と出੮者数ࢪ

ㅡ 国内でのଃऩࢭに関するߨश会の出
੮者数

ㅡ 海外の関係会社でのଃऩࢭに関する
回数ࢪश会の実ߨ

ㅡ 国内外のリスクΞηスメントの実ࢪ
ㅡ 国内各ڌ点のࡂ対応マニュΞル策定
ㅡ 地域とのコミュニケーション活動の݅数
ㅡ地域でのڭҭ・文化活動の݅数

ㅡ 重大コンプライΞンスҧ反の発生θϩ
ㅡ コンプライΞンスڌ点ミーティング出੮

者数の૿Ճ
ㅡ 各छߨश会（ಠې法、Լ法、ଃऩࢭ

など）の出੮者数の૿Ճ
ㅡ ഊ度指数の高い国にॴࡏする関係会社

でのଃऩࢭに関するߨश会の実ࢪ
ㅡ リスクΞηスメント実ࢪ100�
ㅡ 国内のࡂ対応マニュΞル策定100�
ㅡ 地域とのコミュニケーション活動の継

続・֦大
ㅡ 地域でのڭҭ・文化活動の継続・֦大

15. ഊ・Ԛ職の໓

16. ֬実なリスクマネジメント、ࡂ対応の推進

17. 適࣌・適切かつ積極的な情報開示と
 ステークホルダー・コミュニケーションの強化

18. 事業を通じた地域社会発展の貢献

19. 地域が๊える課題解ܾの貢献

CSRの重要課題・実行項目とCSR活動の進捗
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▼ 東洋インキグループのCSR

201�から、グループへのల։・ਁಁをਤるととに、実߲ߦ目͝との,PIのݕ౼をߦい、201�の実をとに、
重要課題͝との,PIと2020目ඪを໌֬にしました。ޙࠓは、,PIや目ඪのグループへのల։とࣗݾ評価によるݟ
しをߦい、CSR活動を推進していきます。

14東洋インキグループ CSR REPORT 2019
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お客様の期待を超える価値を
提供し、社会に貢献する

現ࡏの企業には、͜ ΕまでのϏジネスの進めํにՃ͑、Ϗジネス
を通じてお客様や社会に新たな価値を生みग़し、社会課題の解決
と࣋ଓతな企業価値の向上をਤる͜とがٻめらΕています。

東洋インキグループは、ʮ-JGFʯʮCPNNVOJDBUJPOʯʮSVsUBJOBCJMJUZʯ
を経営理念に͛ܝる生活文化創造のํ向ੑとし、͜ Εに11ͮ͘ج
のドメインでの事業ల։を、ͦ ΕͧΕの事業セグメントにおいて推
進する͜とで社会課題の解決に貢献します。また、෯いドメイン
への事業ల։を可能にする技術ج൫ʮテクϊロジープラットフォー
Ϝʯを、よりҰਂ͘、͘、新し͘ચ࿅さͤていきます。

さらに、品情報の提供と品質理をపఈし、さま͟まなコミϡ
χケーション活動を通じて、お客様に҆શ・҆৺を提供します。

●基本的な考え方と方針

●重要課題の実行項目と関連するSDGsの目標・ターゲット

重要課題 

1

実行項目 関連する SDGs の目標・ターゲット（抜粋）

ʮ-JGFʯʮCPNNVOJDBUJPOʯʮSVsUBJOBCJMJUZʯ
のํ向ੑでの生活文化創造

  3.4　 షༀや新たなメディΧル・ϔルスケΞビジネスにより、࣬පの予・ྍ࣏を
通じて生活者の保健、ࢱを促進します。（Life）

  7.2　 ଠཅిの性能の向上に寄与する部ࡐの開発・販売により、࠶生可能ΤネルΪー
の֦大に寄与します。（Sustainability


  9.4　 環境にྀしたٕज़の֦大とιリューションの提Ҋを通じて、持続可能性を向
上させます。（Sustainability）

12.3　 さま͟まなパッケージ関連ૉࡐの提供により、サプライνェーンにおけるフー
ドϩスを減গさせます。（Life）

12.4　 製品のライフサイクルを通じて化学質管理を行い、品質管理を徹底すること
で生活者の健߁や環境の影響を最খݶにཹめます。

҆શな品・サーϏスの提供を通じた
お客様の҆৺の実現

ѹతに高い品質のอূ

高いお客様満足のୡ

˞関連するSDGsの目標・ターήットの詳細については、「CSR活動報告・データ2019」に記載しています。

Communication
（心の豊かさ）

テクノロジープラットフォーム

事業セグメント

৺の
豊かさの
ために

イメージング

エレクトロ
ニクス ドメインIoT

パッケージ

アグリ

モビリティ 住空間

メディカル
ヘルスケア エネルギー

環境
インフラ 天然素材

݈やかな
らしの
ために

ଓ可能な࣋
社会の
ために

SICôᶗでྗする
ドメイン東洋インキグループが SIC27 で展開するドメイン



15 16東洋インキグループ CSR REPORT 2019 東洋インキグループ CSR REPORT 2019

東
洋
イ
ン
キ
グ
ル
ー
プ
の
C
S
R

重
要
課
題 

1

重
要
課
題 

2

重
要
課
題 

�

重
要
課
題 

�

重
要
課
題 

�

事業ドメインにおける価値提供

݈やかならし、৺の豊かさ、࣋ଓ可能な社会の実現といͬた社会・生活ऀ課題に対して、Ͳのように貢献し、価値提供し
てい͘のか、ͦ のํ向ੑをࣔすཏ൫がʮドメインʯです。
தظ経営ܭըʮSIC�ᶗʯでは、パッケージ、メディΧル・ϔルスケΞ、ϞϏリティ、IPTʢIOUFSOFU PG TIJOHs
、エネルギー、
ఱવૉࡐの̒つのドメインでの事業ల։をੵۃతに推進しており、すでに多͘の品܈を։発・上市しています。

Life
（健やかな暮らし）

Communication
（心の豊かさ）

行動ݕシステϜ「Fichvita�」

Sustainability
（持続可能な社会の実現）

自動ं用ృ料
内・外用০シート

೪ணࡎ
ೋ次ి用ࡐ料

グラビΞインキ
フレキιインキ

ラミネートணࡎ

プラスνックண৭ࡎ
ۚଐ用コーティングࡎ

ホットメルト

ష型ҩༀ品
ҩྍテープ用೪ணࡎ
サニタリー関連製品

メディカル・ヘルスケア モビリティ

IoT

パッケージ

৯用৭ૉ・可৯性インキ
クマβサ関連製品

天然素材

ଠཅి関連ࡐ料
ಋ೪ணシート

エネルギー

コア技術

色材設計
樹脂設計・制御

分散

要素技術

塗加工・塗膜形成
炭素材料設計
天然物抽出

システム設計・制御
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東洋インキグループの取り組み

東洋インキグループは、パッケージの品質ઃܭ、デβ
イン・製版、ҹޙ、Ճの各ఔにおいて、さま͟ま
な製品・サービスにより、環境対応、機能性、意ঊ性に
関連した「パッケージトータルιリューション」˞を提供
することで、パッケージにおける社会課題の解ܾに向け
た新たな価値を提供しています。
˞https://XXX.toyoink.jp/ja/solution/package/

環境対応ソリューション

地球ڥにやさしいパッケージ

LCA（ライフサイクルΞηスメン
ト）評価を行い、CO2ഉ出量を指標と
してਫ性、無༹ࡎ、バイΦマス製品の
利用により、パッケージ全体でのCO2

。減を提Ҋしています

【具体的なソリューション】
水性化・無溶剤化

ਫ性グラビΞインキ
ਫ性フレキιインキ
ਫ性ドライラミネートணࡎ
無༹ࡎラミネートணࡎ

バイオマス
バイΦマスグラビΞインキ
バイΦマスフレキιインキ
バイΦマスラミネートணࡎ
バイΦマスホットメルトணࡎ

水性印刷に適した製版方法
ਫ性グラビΞҹ用ઙ版シリンダー
ਫ性フレキιҹ用CTP版

意匠ソリューション

৮֮なͲにૌ͑る・֮ࢹ
パッケージ

きれいなҹは品価値を高めた
り、目ཱたせたりします。より高い価値
表現を目指して、意ঊ性の高いૉࡐを
適切な製版・ҹ方法で表現します。

【具体的なソリューション】
キラッと

थࡐࢷ料や機能性ϫニスにより、光ً
感を実現します。

ザラッと
製版ٕज़やಛघなԜತ感を表現するイ
ンキ、機能性ϫニスにより（ٙࣅ）Τン
Ϙスޮ果を実現します。

ツルッと
上͛ϫニスにより、ҹに質感や
ཱ体感を与します。

テカッと
機能性ϫニスにより、光ً感を実現し
ます。

シットリ
表面制ٕޚज़により、高ڃな෩合い、
ख৮り感を実現します。

機能ソリューション

ศརで人にやさし͘、
҆શ・҆৺なパッケージ

ҹٕज़によって、パッケージにさ
ま͟まな機能を与することができ
ます。

【具体的なソリューション】
UVカット機能

容ثの中が見えるঢ়ଶでࢵ外ઢをΧッ
トし、中身を保護します。

印字が消えない機能
ຯݶظの表記などが消えないように
なります。

静電気が発生しにくい機能
ళ಄にฒべられたパッケージにᆍがつ
かないように、੩ిؾのଳిを制し
ます。

汚れない機能
ళ಄で多くの人が৮れるパッケージが
Ԛれないように保護します。

 แࡐྉઃܭコンサルティング  ൛サーϏス ܈品ܕௐڥ 
 機能ੑ品܈

 ラミネートՃ
 ϗットメルトՃ

パッケージにおける価値提供
パッケージは、৯品やҩༀ品のแなͲ、私たちのຖのらしにܽ͘͜とができまͤΜ。東洋インキグループは、ドメイ
ンのҰつで͋るパッケージでʮ݈やかならしʯの実現のための取り組みを進めています。

社会課題

ຖ日のらしに身ۙなパッケージには、内容の品質保
持や製品の長ण໋化のための「保護の機能」、ޮ 的な༌ૹ
のための「利ศ性の機能」、内容の製品情報を適切に表示
する「情報達の機能」など、さま͟まなׂがあります。
内容が৯品やҿ料の場合、品質保持ݶظのԆ長などに
よる৯品ഇغ（フードϩス）の発生制のޮ果もあります。

これからのパッケージには、利ศ性とಉ࣌に、環境問
題やݯࢿの有ޮ活用などの課題の解ܾが求められていま
す。

品質ઃܭ
26"-IT:01 ҹ  

PRI/T03 Ճޙ
PROC&SS04デβイン・൛

D&SIG/�P-"T&02
パッケージトータルソリューション
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パッケージのさらなる社会課題解決に向けて
東洋インキグループは、パッケージ関࿈ࡐྉを通じてʮ࣋ଓ可能な社会ʯの実現に取り組Ήととに、パッケージの๊͑るさ
ま͟まなڥ題の解決に取り組Μでいます。

社会課題

パッケージは、内容が用・消費されたޙにはෆ要
なものとなり、ごみとしてഇغされます。環境省がຖ年
実ࢪしているՈఉごみの調ࠪでは、容量比で62.4�（重
量比22.7�）がパッケージ由来で、そのうちの75�をプ
ラスνックྨがめています。プラスνックとのݡい
き合い方を進める「プラスνック・スマート」に向けた取
り組みが、ૉࡐメーΧーにも求められています。

バイオマスパッケージへの取り組み

バイΦマスには、「ΧーϘンニュートラル」というಛ
があり、ম٫せ͟るを得ないプラスνックの利用֦大
が求められています。東洋インキグループは、Φフηッ
ト、グラビΞ、フレキιのҹインキにՃえ、แ関連ࢿ
においࡎホットメルトண、ࡎであるラミネートணࡐ
てもバイΦマス製品を開発し、パッケージの環境負荷低
減に向けたιリューションの提Ҋを行っています。

省プラスチック・脱プラスチックに向けた取り組み

プラスνックのパッケージの多くは、ෳ数のૉࡐをష
り合わせて構成されていますが、Ԥभや米国では「୯一
ૉࡐ化」のݕ౼が࢝まっています。東洋インキグループ
では、パッケージの表り࣌に用プライマーを用い、
リサイクル࣌に表りインキをさせることで、基ࡐ
の࠶利用を提Ҋしています。

また、࠶生可能なࢴなどのプラスνック代ସૉࡐ
の切りସえに対応して、৯品แの内面にコーティ
ングして༉性、ਫ性を与するコーティングࡎ

「FILL)ARMO�」（東洋Ξドレ（株））をはじめ、プラスνッ
クフィルϜの持つ強みをࢴに与し、ࢴの利点を生かし
たパッケージの利用֦大に向けて、さま͟まな製品܈の
֦大をਤっています。

「クリーン・オーシャン・マテリアル・　　　
アライアンス」への参加

プラスνックごみによる海のԚછがੈք的に問題に
なっており、SDGsでも海洋ごみの減がターήットの一
つに掲͛られています。パッケージなどのプラスνックご
みがࢵ外ઢやでྼ化して細かくࡅけた「マイクϩプラス
νック」が、生ଶܥに影響を及ぼすとݒ೦されています。

2019年1月、経済産業省により、海洋プラスνックご
み問題の解ܾに向け、民連ܞでイノϕーションをՃ
するための組৫「クリーン・Φーシϟン・マテリΞル・
ΞライΞンス」がઃཱされました。東洋インキグループ
として、東洋インキSCホールディングス（株）がࢀՃし、
最新ٕज़動向のѲや情報共有、企業ؒ連ܞなどの活動
を行っています。

P&フィルϜ

༻プライマー
༉ੑ നインキ

༉ੑ ৭インキ

P&フィルϜ

༉ੑ നインキ
༉ੑ ৭インキ

�9.8 ྨࢴ

プラスνックྨ 46.6�

ガラスྨ 1.1�
ۚଐྨ 4.9�

そのଞ 0.0�

62.4％
容ثแ

37.6％
容ثแ以外

環境省「容ثแഇغの用・ഉ出実ଶ調 （ࠪฏ成30年度）」

脱離用プライマーを用いた基材の再利用

光合成バイオマス製品
CO2吸収と
資源の再生

ΧーϘンニュートラル：バイΦマスは、࠶生可能な生由来の有機ݯࢿのことです。
೩মするとCO2が発生しますが、২が成長する際にCO2をٵऩするため、全体で見
るとCO2の量は૿Ճしないというಛ性があります。
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「Fichvita®」が提供するソリューション

●入力デバイスとしての利用：চやนにઃஔしたೖ力デ
バイスとしての利用。
●歩行追跡：人の足を連続的に感し、ಛ定人のา
行を。

＜利用シーンの例＞
ㅡೖ場者のΧウント（イϕントೖ場口など）
ㅡސ客動ઢの分析（業ࢪઃ内など）
ㅡ7Rコンテンπのポジションデータの実

˔姿勢の検知：広い面積をಉ࣌にݕし、ཱ つ、࠲る、
৸るなどの姿の変化をݕ出。
＜利用シーンの例＞
ㅡ トイレやϩッΧールーϜなどΧメラがஔけない場ॴやリビン

グなど高いಗ໊性が求められる場ॴでの安全管理
ㅡපӃやࢪઃなどでのױ者や高ྸ者の見守り
ㅡ場࡞業者の安全管理

●リアルタイムヒートマップ：ώートマップ分析によ
り、通行の動ઢ、ີ 度、Ҡ動方向、合・ؒ࣌ࡏ、ौ
。出ݕなどの情報をリΞルタイϜにؒ࣌
●モノ陳列状況・在庫状況把握：品୨のྻঢ়گやࡏ
をリΞルタイϜにѲし、また、その品に人がگঢ়ݿ
৮れたかどうかをݕ。

 

2018年7月から、「リトルプラネット ららΆーと新
三ڷ」において、「Fichvita�」を載した新型Ξトラク
ション「͙ら͙らデジタルࢴ૬h PAPER RI,IS)I 」ɦを
開࢝しました。

また、2019年2月には、スタートΞップ（ى業）とテ
クノϩジーのࡇయ「Slush Tokyo 2019」に出展し、これ
に先ۦけてブランドサイト「p chvita.com˞」をΦープン
しました。
˞https://p chvita.com

デジタルトランスフォーメーションに向けた価値創造
～行動検知システム「Fichvita®」の開発（トーヨーケム（株））～

ஶしいIPT市場においてٸに૿Ճするʮセンサーʯにண目し、ケミΧルを࣠としたʮϞϊͮ͘りʯにՃ͑、新しいテクϊ
ロジーを取りೖΕたʮ情報・システϜʯまでを提供するセンサー関࿈Ϗジネスの։発にઓしています。

社会課題

私たちの生活の中には「人の動きをݕする」システ
ϜとしてࢹΧメラや外ઢを用いたさま͟まなηン
サーが用され、そこから得られるビッグデータの活用
によって、生活がศ利になっています。その一方で、情
報ηキュリティやプライバシーの観点でのリスクをはら
んでいます。

中でも光学式のࢹΧメラは、個々の生活リζϜや行
動パターンがଞ者にられてしまうことによって、Χメ
ラのଘࡏを意識せ͟るを得ないঢ়گが૿えており、私た
ちの自વな生活行動が無意識のうちに制ݶされてしまう
可能性があります。

東洋インキグループの取り組み

「Fichvita�」は、トーϤーケϜ（株）が長年ഓってきた
ポリマーૉࡐと、新たに構築した回࿏ઃٕܭज़との組み
合わせにより開発したඇ光学式行動ݕシステϜです。

「)uman interface for a vibrant Xorld」のビジョンを
掲͛、生活環境に༹けࠐんだインターフェースとして社
会課題を解ܾし、人々をより安全にデータ社会と݁び
けることで、新しい生活文化の創造を目指しています。

「Fichvita®」の特徴

ㅡ 高い匿名性：ඇ光学式によるݕシステϜのため、個人情
報に৮れることなく、人の動きをણ細にݕします。

ㅡ 優れた検知安定性：҉い場ॴや日差し、র໌の変化にࠨӈ
されず、安定して人や体をݕできます。

ㅡ 「被視感」からの解放：চやน、صやҜ子などの生活ۭؒに
ຒめࠐんで実するηンサーのため、「見られている」とい
う心理的な負荷がありません。

ㅡ 死角がない：চから人や体をݕするフϩΞ型は、֯ࢮ
が一切なく、光学式システϜのܽଛ情報を補することが
できます。

既存のセンサーシステムの課題

ㅡ ۭؒॅډや更ҥ室、トイレ、ཋ室のような場ॴにはઃஔで
きないといったプライバシーや個人情報の問題

ㅡ 光学的な໌るさの制ݶや֯ࢮのଘࡏ
ㅡ 生活者にとって「ඃࢹ感」があることによる心理的ストレス

や自વな生活が͛られる可能性
ㅡ データ容量やॲ理度などの理的な問題
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「エコマークアワード2018」優秀賞を受賞

東洋インキ（株）は、ಠ自のウェブサイト「TO:O IN, 
1050�」をӡ営しています。ؒከ生氏、実Ֆ氏な
どஶ໊なクリΤイターのインタビューや、東洋インキ

（株）のٕज़、実際のಋೖ事例などをհし、「イメージ
Χラーࡧݕ」や「仕事でえる৭࠼学」など、৭に関する
仕事にܞわる人にとってཱつコンテンπを提供してき
ました。

2018年7月、このサイトを通じてSDGsや製品の持続
可能性の貢献について分かりやすく示すことで、ҹ
の分におけるؾづきや行動のきっかけになることを目
的に、「TO:O IN, 1050�」をリニューΞル。新たに
プランナーや企ը職など、環境ઓུに関わりのある方を
対にՃえ、「h COLOR とɦh S6STAINA#ILIT: をɦテー
マとしたιリューションサイト」として公開しました。

新 た に ઃ け た「S6STAINA#ILIT:」の サ イ ト で は、
「S6STAINA#ILIT: 01」で「なͥੈքは持続可能な社会
を目指すのかʁ」を考えるため、地球環境の現ঢ়やѱ化
している要Ҽなどをհしています。

また、「S6STAINA#ILIT: 02」では、SDGsの内容を
各目標に関連する「ੈքの現ঢ়」のイラストとともにઆ໌
しています。

さらに、「S6STAINA#ILIT: 03」では、持続可能な社
会の実現に貢献する環境調型インキをバイΦマスイン
キ、Non-7OCインキ、67ߗ化型インキ、E#ߗ化型イ
ンキ、ਫ性インキ、インクジェットインキに分けてհ
し、SDGs目標との関連性も示しています。

https://XXX.toyoink1050plus.com/sustainability/about/

https://XXX.toyoink1050plus.com/sustainability/sdgs/ https://XXX.toyoink1050plus.com/sustainability/environment/

　「ΤコマークΞϫード」は、公益ஂࡒ法人 日本環境ڠ会
が2010年に創ઃした表জ制度で、環境ྀ品のී及
に関する優れた事例を広く公表するとともに、Τコマー
ク品のより一層のී及֦大を通じて、持続可能な社会
の実現に寄与することを目的としています。Τコマーク
を通じて「消費者の環境を意識した品બ、企業の環境
改善努力による、持続可能な社会の形成」に大きく寄与す
る取り組みをした企業、ஂ 体などが表জされています。

　Τコマーク認定品など環境調型インキのී
及・ਁಁによる環境負荷低減にՃえ、「TO:O IN, 
1050�」によるSDGsの発信など、デβイナー・クリ
Τイターに向けた環境コミュニケーションのಠ自性が
評価され、東洋イン
キ（株）／東洋イン
キグループは、「Τ
コ マ ー ク Ξ ϫ ー ド
2018」の優लをड
しました。

S%(Tの発৴と事業を通じた貢献を指して
ʙウェブサイト「TO:O *N, 10�0�」ʙ

「ΤコマークΞϫード2018」表জ式

https://XXX.toyoink1050plus.com/

TOPICS

SUSTAINABILITY 01 SUSTAINABILITY 03

SUSTAINABILITY 02
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革新的技術を通じて
環境と共生する

事業活動が地球のݯࢿにґଘしている͜とから、気候変動をは
じめとするڥ題への対ࡦはϞϊͮ͘り企業のඞਢ課題です。
東洋インキグループは、ߏظSIC2�においてʮϞϊͮ͘りでの
ଓ可能な社会を実現さͤる品・サーϏスの提࣋ʯʮݮෛՙڥ
供ʯʮࣗવ・地Ҭとの共生ʯの̏つのํ向ੑでڥ題に取り組Μ
でいます。ԹࣨޮՌΨスについては、パリڠఆのຊのݮ目ඪ
をྀߟし、202�のࠃのCO2ഉग़ྔ���00Uʢ201�ൺ
�21�ʣを目ඪにしています。

また、ֵ 新తなڥ技術により品・サーϏスの྆໘で࣋ଓ可
能な社会ߏஙをリードする企業を目指しています。ステークϗル
ダーのօ様と࿈ܞして、気候変動対ࡦに取り組み、ڥෛՙݮに
、に努める͜とで࣋ங・ҡߏマネジメントシステϜのڥするࢿ
。ଓ可能な社会ͮ͘りに貢献していきます࣋とのௐができるڥ

●基本的な考え方と方針

重要課題 

2

●重要課題の実行項目と関連するSDGsの目標・ターゲット
実行項目 関連する SDGs の目標・ターゲット（抜粋）

するֵ新తなݮෛՙをڥ
技術・品・サーϏスの։発とීٴ

  3.9　 有化学質の管理や、地ԼਫԚછの対策を行い、生活者の健߁の影
響を低減させます。

  6.3　 化学質のഉ出減、ਫの࠶利用、適切なਫॲ理によりਫ質の改善に寄与します。
  7.2　 ଠཅ光発ిࢪઃなどのಋೖにより、用するΤネルΪーにおける࠶生可能Τネ

ルΪーのׂ合を֦大します。
12.2　 バイΦマス原料を用した製品開発を推進し、ఱવݯࢿの有ޮ利用をਤります。
13.1　 省Τネ活動の継続、省Τネࢿ、生産ֵ新などにより CO2 ഉ出量を減し、

。変動の؇をਤりますީؾ
15.1　 社有ྛやՏの生ଶܥ調ࠪを継続し、事業活動の域生ଶܥと内୶ਫ生ଶܥ

の影響の֬認と保全活動を推進します。

気候変動題の解決や対応に向けた取り組み

化ֶ質のదな理

実な推進ݎマネジメントのڥ

˞関連するSDGsの目標・ターήットの詳細については、「CSR活動報告・データ2019」に記載しています。

CSR౷ׅҕ員会の中の、環境担の取కをトップとする
環境安全部会において、環境目標や年度目標に基づく環境マ
ネジメントを推進し、活動とその成果などについては、全社
会ٞである「CSR会ٞ」でٞしています。

また、東洋インキSCホールディングス（株）生産・ྲྀηン
ターのリスクマネジメント推進部が、ઐ任組৫としてグルー
プ全体の環境安全、化学質管理、қ管理を౷ׅし、ಉη
ンターの企ը室が環境ࢿを管理しています。グループ会社
では、生産ڌ点を中心に「ISO 14001」の認証取得を進めて
おり、ISO 14001による環境マネジメントシステϜを構築
しています。
˞推進体制の詳細は、「CSR活動報告・データ2019」に記載しています。

推進体制

東洋インキグループは、Թ室ޮ果ガス
ഉ出量の開示要求など新たなைྲྀの対
応も౿まえ、ީؾ変動対策がಛに重要で
あると考えています。

Scope3のࢉ定݁果からも、自社の上
ྲྀ、ԼྲྀのサプライνェーンにおけるԹ室
ޮ果ガスの減が重要であり、ଠཅి
やೋ次ి用ࡐ料など環境負荷を低減す
る製品開発を継続し、社会全体のԹ室ޮ果ガス減に貢
献していきます。また、モノづくり企業として、事業活
動におけるより一層のCO2ഉ出量の減を推進します。

常取క
（環境担）

த人

マネジメントからのメッセージ
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再生可能エネルギーへの取り組み

気候変動リスクと機会への対応

す。東洋インキSCホールディングス（株）は、高価なന
ۚに代わるૉࡐ料৮ഔインキを開発し、バイΦ೩料ి
の実用化に向けたి極部ࡐを提Ҋしています。

再生可能エネルギーに関する技術開発

●太陽電池材料
トーϤーケϜ（株）のバックシート用高ީコートࡎ

「ダイナレΦ� PRC」は、環境にやさしいඇフッૉܥで高
いީ性を実現し、ಠ自のٕज़で෧ࡐࢭ（E7A）との
ண力をඈ༂的に向上させることで、ଠཅిパネルの
久性や発ిޮの向上に貢献しています。
●二次電池（リチウムイオン電池）材料

トーϤーΧラー（株）の「リΦΞキュϜ� ϫンショット
ϫニス�」は、ΧーϘンཻ子などのࡐ料を最適なঢ়ଶに分
体ࢄ合したリνウϜイΦンిి極用の機能性分ࠞ・ࢄ
です。ΧーϘンཻ子のڽ集がগなくۉ質なి極ບを形成
することができ、高品Ґで安定したిి極の製造が可
能で、製造ఔの大෯なޮ化にも寄与します。
●バイオ燃料電池

ඍ生の代ँを活用するバイΦ೩料ిは、ഇਫに含
まれる有機からのిؾΤネルΪー回ऩ（発ి）と有機
の分解によるਫড়化をಉ࣌に行うことが可能で、次ੈ代
型の環境調ਫড়化システϜとして目を集めていま

東洋インキグループは、ଠཅిࡐྉの提供を通じてଠཅిのੑ能向上にد༩するととに、発ిしたి気をஷめる͜とで
ध要との時間ࠩをコントロールするೋి࣍のࡐྉ提供しています。また、ࠃ外でଠཅޫ発ిઃඋをಋೖするととに、
コージェネϨーションシステϜやഇ༹ࡎを೩ྉのҰ෦にར༻する෭生ӷϘイラーにより、CO2ഉग़ྔのݮをͬߦています。

201�、気候関࿈財務情報։ࣔタスクフォースʢTC'Dʣによる提ݴがެ։さΕ、気候変動のࣗ社事業への財務తӨڹを情
報։ࣔする͜とがࢿՈからٻめらΕています。東洋インキグループは、気候変動によりࣗ社が໘するリスクと、経営ݯࢿ
を活༻できる機会をೝࣝし、対応を進めています。

再生可能エネルギーの導入状況（2018年度）

リスク 対応

環境੫、ഉ出権取引など各国・地域での制度・規制の順守
にՃえ、策や法規制の新ઃや強化が今ޙも進Ή。

省Τネ活動にՃえ、Ϙイラーなどの高ޮ機ثのస、ଠཅ光発ిઃඋのಋೖなど
を進めており、コスト負担のܰ減やޮ化をਤっている。

場などਫや海ਫ面の上ঢにより、低地にཱ地しているߑ
がૢ業ෆ能になる。

「Ξキダクト（A26ED6CT）」を用いてਫリスクを評価するとともに、ߑਫリスクの
高い事業ॴに対して、リスク低減をਤっている。

機会 対応

省Τネや環境負荷低減の推進、新ڵ国での環境意識の高ま
りなどにより、環境にྀした製品の市場が֦大する。

製品のライフサイクルの各ஈ֊に基४をઃけ、一定の条݅を満たした製品を「環境調
型製品」としてొし、֦販している。

Թஆ化によるؾԹの上ঢを؇するため、ः、断のた
めの製品のध要が૿Ճする。

ःృ料、断シートなどの製品の開発・販売により、ॅ、ビル、自動ंなどのः、
断に用いられる֘製品の売上高の૿Ճがظされる。

。変動リスクと機会の対応の詳細については、「CSR活動報告・データ2019」に記載していますީؾ˞

太陽光発電

副生液ボイラーコージェネレーションシステム
4,427万kWh
2,800t-CO2

1,326万kWh
3,308t-CO2

ʴ

売 ి 365万kWh
2,140t-CO2

自Ո消費 37万kWh　183t-CO2

自Ո消費 26万kWh
125t-CO2

日本 海外
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サプライチェーンと共存共栄を図り、
ステークホルダーの信頼に応える

東洋インキグループは世界20Χࠃに�0を͑るグループ会社
を๊͑、グローバルにϏジネスをల։しています。さらに、事業の
グローバル化により、サプライチェーン֦େしෳࡶ化しています。

O&CD多ࠃ੶企業ߦ動指、ΧリフォルχΞभサプライチェー
ンಁ໌๏、ӳࠃ現代ౕྴ๏ʢ.PEFSO SMBWFSZ "DU 201�ʣなͲの
組みにおいて、企業がͦのサプライチェーンؚめて社会త
をՌたす͜とがٻめらΕており、サプライチェーンࣗ社の社
会తのൣғととら͑、人権、࿑ಇ、ڥなͲにྀした取り組
みを推進しています。

また、事業活動は人権尊重をલ提にしたのでなけΕならな
いとೝࣝし、ʮϏジネスߦ動ج४ʯやʮ人事ϙリシーʯにࣇಐ࿑ಇ・
強੍࿑ಇのࢭېなͲ人権の尊重に関するنఆをఆめるととに、
ւ外ෝऀへのݚमやΨイドラインのւ外へのల։をపఈし、ւ
外のグループ会社にਁಁをਤͬています。

●基本的な考え方と方針

重要課題 

3

実行項目 関連する SDGs の目標・ターゲット

ಇを通じたサプライチェーンとの共ଘ共ӫڠ 12.7　 調達基本方針、調達先બ定基४に基づく持続可能な調達（CSR 調達）を推進し
ます。

16.2　 サプライνェーンを通じて強制労働・児童労働をࢭېし、人権尊重と人権に
関するڭҭを徹底します。͋らΏるステークϗルダーの人権尊重

人権尊重の考え方を含Ή「人事ポリシー」の展開や、海外ෝ
任前研मにおける人権ܒ発ڭҭは、東洋インキSCホールディ
ングス（株）のグループ人事部が行っています。また、人権৵
を含ΉコンプライΞンスҧ反に関しては、社内外の「コン
プライΞンスΦフィス」が対応しています。

グループ全体の原ࡐ料調達に関するサプライνェーンマネ
ジメントは、東洋インキSCホールディングス（株）のグループ
、料のฆ૪߭の管理についてはࡐങ部が行っています。原ߪ
生産・ྲྀηンター リスクマネジメント推進部のқ管理
部が担しています。

ۙ年、環境やݥة品に対する規制が強
化され、原ࡐ料を調達し安定供څするこ
とがしくなっています。Ճえて、海外
も含めたステークホルダーからの企業
のCSRの取り組みに対するظも年々高
まっており、お取引先を含めたサプライ
νェーン全体でのCSR活動が問われてい
ます。

東洋インキグループでは、OECD多国੶企業行動指
針など国際的な社会規範も考ྀして調達基本方針を見
し、グϩーバルなࢹ点から人権や環境にもྀした
CSR調達をより一層強化していきます。

執行員
グループߪങ部
部長

ଜ上ɹਖ਼

推進体制 マネジメントからのメッセージ

●重要課題の実行項目と関連するSDGsの目標・ターゲット
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人権に関する取り組み

サプライチェーンマネジメント

●人権尊重の考えの定着
「ビジネス行動基४」の中に、あらゆる差別のࢭې、η

クシϟルϋラスメント・パϫーϋラスメントのࢭې、プ
ライバシーの尊重、児童労働・強制労働のࢭېを໌記
し、職場ごとにコンプライΞンスミーティングを行うな
ど、積極的なܒ発活動を行っています。
●人権に関する教育

事業のグϩーバル展開に合わせて、2013年度より海
外ෝ任前研मに人権ܒ発のڭҭをಋೖし、海外で業を
する際の人権৵のリスクに関してٛߨを行っています。
人事管理に関するڭҭもಉ࣌に行っており、地域の文化・
。शの尊重と地域との共生についても学んでいます׳
●人権侵害に関する通報窓口

人権৵を含めたコンプライΞンスに関する通報૭
口として、社内外にコンプライΞンスΦフィスをઃஔ

●CSR調達
東洋インキグループは、「原ࡐ料ߪങ規ఔ」を制定す

るとともに、「調達基本方針」「調達先બ定基४」に基づい
たCSR調達を推進しており、CSR調達を通じて、サプラ
イνェーンにおける順法性の֬保、労働環境・地球環境
の改善に貢献したいと考えています。

このため、ᶃ調達基本方針のप、ᶄお取引先に対す
るݕ証・ࠪ、ᶅ社員の理解ਂ化、のࢪ策を実ࢪしてお
り、2018年度は、CSR調達のグϩーバル展開に向けて、
中国地区およびؖ国での調達基本方針のपなどの活動
を行いました。

し、通報に基づき事実関係を調ࠪして、問題発生のݒ೦
があれやかに対策をߨじています。また、通報者の
保護とൿີ保持に最大ݶྀしています。

●サプライチェーンマネジメントに関する調査への対応
ۙ年、Sedex（Supplier Ethical Data Exchange）や

Eco7adisなど、第三者のプラットフォーϜを用いて、
お客様から労働׳行や環境、労働安全に関する調ࠪが
行われています。東洋インキグループは、これらの調ࠪ
の対応を通じて、お客様と共にサプライνェーンマネ
ジメントの構築を進めています。
・ Sedexの評価（トーϤーケϜ（株）ӽ製造ॴ）：SA2リ

スクスコΞ1.16（LoX）
・ Eco7adisの評価（東洋インキSCホールディングス
（株））：52（SIL7ER）

CSR౷ׅҕһ会
コンプライΞンス෦会ʢ取締役ʣ

૬ஊ・通報

࿈བྷ
社外૭ޱ

（法事ॴ）

書面、
ి子メール、
面ஊ、ిௐࠪ・ճ

૬ஊ・通報

社૭ޱ

報告

書面、ి子メール、面ஊ、ి、
社内ポータル上の「コンプライΞン
スΦフィス（૭口）」の書きࠐみ

૬ஊ・通報ऀɹ東洋インキグループで働くすべての人
（社員・ܖ約社員・パート・Ξルバイト・ݣ社員・業ҕୗ社員など）

GPN「持続可能な調達アクション
プログラム」による評価

2018年6月からొが開࢝された
グリーンߪೖネットϫーク（GPN）の

「持続可能な調達Ξクションプϩグラ
Ϝ」において、東洋インキSCホール
ディングス（株）はすべての߲目で回
ฏۉを上回り、4ஈ֊評価で「#」と
いう݁果でした。

サプライϠー

製品・サービス 自社の社会面の取り組み

自社の環境面の
取り組み

グリーンߪೖ

˞ฏۉ値は2018年12月࣌点

1.66
2.50

3.93 4.17

3.75
2.85

2.791.23

2.10
2.78

1.00
0.00

2.00
3.00
4.00
5.00

東洋インキSCホールディングス
ฏۉ値

4ஈ֊評価
（A・#・C・D）

B

内部通報の仕組み
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社員を大切にし、幸せや
働きがいを追求する

ɹ東洋インキグループの経営ֶはʮ人間尊重の経営ʯです。ʮ多
様な個の夢の実現の尊重ʯをߦ動指のҰつに͛ܝ活動をͬߦて
きました。グループの強みを生かして社会に貢献してい͘ために、
ੑผやࠃ੶、ྸ、োがいの༗ແにかかΘらͣ多様な人ࡐが個ʑ
の能ྗを࠷େݶに発شし、やりがいをͬ࣋てಇ͘͜とのできる৬
場ͮ͘りを目指しています。また、社һの多様な価値؍やキϟリ
Ξࢤ向を尊重し、新たなྖҬにチϟϨンジする人ࡐや質の高い
事を実ફできる人ࡐのҭに努めています。
ɹ҆શと݈߁にྀした৬場ڥを提供するため、࿑ಇࡂの
໓、̓ શڭҭ、దਖ਼な࿑務理、メンタルϔルスの向上なͲに取り
組Μでいます。また、ҭࣇやհޢのࢧԉ、৬場でのコミϡχケー
ションのࢧԉなͲにより、ワークライフ・バランスを重ࢹしたಇき
ํվֵを進めています。

●基本的な考え方と方針

重要課題 

4

実行項目 関連する SDGs の目標・ターゲット（抜粋）

社һの満足につながる࿑ಇ҆શӴ生のపఈと
経営の推進߁݈

4.4　 新ڵ国の場進出によるޏ用創出、生産支援や各ڌ点での積極的な人ࡐҭ成
により、ٕज़的・職業的スキルをඋえた社員の֦大に努めます。

5.1　 新ଔঁ性࠾用の向上、ঁ性社員のキϟリΞ意識の促進を目的とした研मなど
を実ࢪし、ঁ性の活༂推進をਤります。

5.5　意ܾࢥ定のঁ性のࢀըをਤるため、ঁ性員やঁ性管理職の֦大をਤります。
8.5　োがい者のޏ用を֦大し、活༂できる環境をඋします。
8.7　海外も含めて強制労働・児童労働のࢭېを徹底します。
8.8　 グループ全体で労働安全、保安ࡂ活動を推進し、安全・安心な労働環境を促

進します。

組৫の活ੑ化に向けたダイバーシティ推進

グローバルなࢹ・能ྗを࣋つ人ࡐのҭ

˞関連するSDGsの目標・ターήットの詳細については、「CSR活動報告・データ2019」に記載しています。

●重要課題の実行項目と関連するSDGsの目標・ターゲット

国内の人ࡐ活用やҭ成、健߁経営の推進や働き方改ֵは、
東洋インキSCホールディングス（株）グループ人事部が主体
となって行っています。2007年には、「東洋インキઐ学
。していますࢪ発活動を実ܒݾし、各छ研मや自ߨを開「ߍ
また、「東洋インキグループ 人事ポリシー」を海外関係会社
展開することで、グループ全体での人事管理体制のඋと
ϕクトル合わせを行っています。

安全・ࡂ活動については、生産・ྲྀηンター リスクマ
ネジメント推進部が、各事業ॴの安全部と連ܞして活動を
行っています。

গ子高ྸ化による労働人口の減গ、共
働きੈଳやհ護を๊える社員の૿Ճ、労
働法制の強化などޏ用・労働環境はٸ
に変化しています。また、国や地域によ
るޏ用׳行・労働法制のҧいにもྀす
るඞ要があります。

国内においては「ঁ性活用の推進」「ҭ
児の支援」「健߁経営の実践」、海外に
おいては「次ੈ代リーダーのҭ成・֬保」が重要課題で
あり、շ適で自ݾ実現のできる職場環境のৢ成に向け
て、全社員が働きがいを持ち、いきいきと働ける環境を
උしていきます。

グループ人事部
部長

関७ೋ

推進体制 マネジメントからのメッセージ
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ダイバーシティ推進に関する取り組み

女性の活躍推進

2016年4月に公表した「ঁ性活༂推進法に基づく一般
事業主行動ܭը」の中では、目標の一つとして国内での
新ଔঁ性࠾用比30％を掲͛ています。ۙ3年ؒでは
新ೖ社員の30％以上がঁ性となっており、ଐ部も
多ذにわたっています。今ޙもঁ性の積極的な࠾用と活
༂の場の֦大に取り組んでいきます。

また、ঁ 性社員を対としたキϟリΞ意識の促進を目
的とした研मと、上࢘を対としたঁ性社員のキϟリΞ
形成を支援するための意識改ֵを目的とした研मを行
い、૬ޓ理解の促進に取り組んでいます。

シニア世代の活躍推進

生֔現社会において社員一人ひとりがׂを発揮
し続けることを目的に、2018年9月より、国内の正社
員を対に定年年ྸを63ࡀから65ࡀԆ長しました。
キϟリΞ形成の支援策として、働きがいの継続につなが
るキϟリΞڭҭや、シニΞੈ代にྀした職場環境の
උ、健૿߁進などにも取り組んでいます。

障がい者の活躍推進

国内のোがい者ޏ用は、2018年6月現1.96ࡏ�
です。2018年は、十条ηンターと࡛ۄ製造ॴにて的
োがいのあるಛ別支援学ߍの生ెのब業実शを行い、
2019年4月より2໊の࠾用に݁びけました。োがい者
の長ظ的なब労の実現今ޙも継続して取り組んでいき
ます。

また、三Ӭインキ�ペイント製造（株）（ؖ国）では、改
正「ো者ޏ用法」に基づき、2018年10月と11月の2回、
ઐࢣߨによる「職場内ো者認識改善ڭҭ」を実ࢪしま
した。

リキッド生産部では、私がॳのঁ性社員です。ある࣌、どうしても一人ではしい࡞業があり、先ഐにΞド
バイスを求めたことがあります。重いものを高いॴ上͛る࡞業だったのですが、高さを変えられるंをಋ
ೖしてもらい、ؒ࣌はかかっても一人で࡞業ができるようになりました。その際に先ഐから「あなたにできな
いことなんて、Կ一つないんだよ」というݴ༿をいただき、とても༐ؾづけられたことを֮えています。今は、
なにか問題があったらपғに૬ஊしながら、自分自身でし解ܾできるよう心がけており、それがこの仕事
の面നさでもあることを改めて実感しています。

働きやすい職場創出に向けて

東洋インキ（株）
 製造ॴۄ࡛
リキッド生産部

生産現場で働く女性社員のコメント

■「えるぼし」認定を受けています

東洋インキSCホールディングス（株）
は、ঁ 性の࠾用、継続ब業、労働ؒ࣌、多
様なキϟリΞコースに関する実が評価
され、ঁ 性活༂推進法に基づく「えるぼ
し」認定をडけています。

ঁ性社員のキϟリΞ形成支援のための研मを2015年
度から継続して実ࢪするなど、ঁ 性社員が一層活༂でき
る環境・෩づくりに取り組んでいます。

1988年にೖ社し、ൿ書や管理部を経て、2009年から現職にあります。人事部は経営と
社員のؒのഔ体として、公正でしみやすいଘࡏであり、また、マネージϟーとして模範と
なって部Լをಋき、責任を果たすඞ要があると考えています。7年前にӫཆ࢜のࢿ格を取得し、
それを生かして、より健߁的に৯べることを目的としたʠ)ealthy 8ednesday Projectʡを
ཱち上͛ました。TSCでは、ঁ 性社員はฏでܟ意をもってॲ۰されています。私も仕事に
やりがいを感じており、会社とともに成長したいとࢥいます。

公正で親しみやすい管理職に

海外の女性管理職のコメント
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信頼を支える
堅実な企業基盤を築く

ɹコーϙϨート・Ψバφンスを強化してい͘͜とは、ഊ・Ԛ
৬のࢭや企業リスクのճආͩけでな͘、企業のऩӹੑやத
ます。また、企業͑ࢧଓతなを࣋、తな企業価値の向上とظ
が࣋ଓ可能なをଓけてい͘ためには、対を通じて地Ҭの
॥となるように努めがੑいの関ޓ、をѲしظ念やݒ
てい͘ඞ要が͋ります。
ɹ東洋インキグループは、ਝなҙࢥ決ఆ、のॴࡏの໌֬化
なͲ、݈ શでಁ໌ੑの高い経営ମ੍をߏஙし、社外取締役の役ׂ
強化、෦౷੍システϜのඋなͲ、コーϙϨート・Ψバφンス
ମ੍のॆ実に取り組Μでいます。また、対による地Ҭの課題
解決や社会貢献活動を通じて、࣋ଓ可能な社会の実現に貢献す
るととに、͜ Εらの取り組みとੵۃతな情報։ࣔを通じて、社
会からの信頼と企業価値の向上を目指しています。

●基本的な考え方と方針

重要課題 

5

持株会社である東洋インキSCホールディングス（株）は、ガ
バナンスの中心にҐஔし、グループઓུのཱҊおよびリスク
管理とઆ໌責任を全うするための業を行しています。

グループの持続的な成長と中長ظ的な企業価値の向上をਤ
るため、基本方針に基づき、コーポレート・ガバナンスのॆ
実に継続的に取り組Ήとともに、理想的な企業౷࣏の構築を
CSR行動指針に掲͛、CSR౷ׅҕ員会の各部会の活動を通し
てコンプライΞンス、リスクマネジメントの取り組みを推進
しています。
˞推進体制の詳細は、「CSR活動報告・データ2019」に記載しています。

推進体制

2018年度も日本߽Ӎや海道ৼ
東部地などの自વࡂが発生し、東洋
インキグループの事業活動も影響をडけ
ました。製品を安定供څし、お客様の信
頼に応えるためには、自વࡂだけでな
くさま͟まな事Ҋに対して柔軟に対応で
きる体制の構築が重要です。リスクと機
会のѲ、࣌ٸۓの体制の見し、新し
いリスクの感力の向上をグϩーバルで推進し、ガバ
ナンスの強化をਤります。

取క
（法担）

Ҫग़

マネジメントからのメッセージ

●重要課題の実行項目と関連するSDGsの目標・ターゲット
実行項目 関連する SDGs の目標・ターゲット

コンプライΞンスのపఈ 10.3　コンプライΞンスの徹底を推進し、法令を順守して適切に行動します。
16.5　国内外において、Ԛ職やଃを行いません。

ഊ・Ԛ৬の໓

֬実なリスクマネジメント、ࡂ対応の推進

ద時・దかつੵۃతな情報։ࣔと
ステークϗルダー・コミϡχケーションの強化

事業を通じた地Ҭ社会発లへの貢献

地Ҭが๊͑る課題解決への貢献
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東洋インキグループが創業࣌から現ࡏまでの長ظにわた
り社会や地域との共生を続けてきていることは、取క会で
のछ々のٞのਵॴで、あるいはCSR報告書で的֬にྃで
きます。また、各職場、社員の皆さんにもCSRの重要性が෯
広く認識されています。

さらなる推進のためCSRの重要課題を策定されています
が、重要課題1、2は社会にイノϕーションや課題解ܾにࢿ
する新たな価値を創出していくものであり、社会と自社の持
続可能な成長を推進する取り組みの方の観点から展開さ
れていることは評価されます。重要課題3の人権尊重やCSR
調達に関しては、経営理೦である「人ؒ尊重の経営」が会社内
のにࠜいていると感じていますが、それを可ࢹ化し、
۩体的に取り組みをॆ実させていくことにظしています。
重要課題5に関しては海外ڌ点を含めた適切なガバナンスを
どのように強化していくかが課題だと考えています。

東洋インキグループの製品は私たちの身の回りに数多く
ଘࡏしています。しかし、それらに۩体的な「形」がないた

め、会社໊が社会から認していただく機会にܙまれて
いないのが実情です。120年のྺ࢙を有し、社会の貢
献を続けてきた東洋インキグループですが、社会のニー
ζが変化している今だからこそ、ਅのサイΤンスΧンパ
ニーとして高機能ࡐ料を࣠にした「社会から見える企
業体」に変する、形を変えて成長することが求められ
ています。そして優लな人ࡐの֬保の点からも、積極的
な情報発信とコミュニケーションの推進をظします。

取క会では社外取కとのコミュニケーションが
んになってきていますが、私も製造業でഓった経ݧを
生かし、別のʠ常識܈ʡとしてΦープンマインドで支援し
ていきたいと考えています。

グローバルでのマネジメント強化

1988年、東洋インキグループは本格的なグϩーバル
展開を開࢝し、マレーシΞ、ΞメリΧ、中国にグループ
会社をઃཱしました。現ࡏでは、売上高の42�、社員の
60�を海外がめています。東洋インキグループは、グ
ϩーバル市場でのڝ૪をউちൈくとಉ࣌に、ステークホ
ルダーから十分な信頼を得るため、グϩーバルでのマネ
ジメントを強化しています。

●グローバルマネジメントフォーラム
2018年6月 と11月 に「 グ ϩ ー バ ル マ ネ ジ メ ン ト

フォーラϜ」を開࠵しました。グループ経営会ٞメン
バー、各地域の代表・各社の社長・取కおよび関連部
長がグループのグϩーバ
ルઓུ・ࢪ策や、各地域の
事業ઓུ課題の共有などを
行い、フォーラϜޙに「共ಉ
໌」を発信しました。

●情報発信と共有化
東洋インキグループは、ڌ点ӡ営に有用な業の標४

化を進めており、2015年度に「ڌ点経営ガイドブック」
を࡞成し海外の関係会社にしています（2018年1月
に第2版を）。また、人事の基本的な考え方を体ܥ化
した「人事ポリシー」をし、人事に関するビジョン・
ઓུの共有をਤっています。
●グローバルでの生産支援

東洋インキ（株）࡛ 点からのڌ製造ॴでは、海外の生産ۄ
研मडけೖれや新場のཱち上͛、طଘڌ点の生産支援な
どを行っており、2014年度から2018年度までԆべ3034
໊が海外での支援を行いました。2018年10月に上海東洋
༉制造有ݶ公࢘において、
第2回海外ڌ点・生産ネット
ϫーク会ٞを開࠵し、海外ڌ
点の場マネジメント力の
強化をਤっています。

社外取క
ञҪ造
〔現職〕
株式会社日ཱ製࡞ॴ
ΤグθクティブΞドバイβー

グϩーバルマネジメントフォーラϜ 第2回海外ڌ点・生産ネットϫーク
会ٞ出੮者

不透明で不確実性が高まる時代の中、
「蛻

㆜ ㆂ

変
ㆸ ㇓

の経営」の推進に向けて

変：ࠛがཛから༮、さな͗、成と変わるさまをいい、環境に対応しながら形を変化させて成長していくことを指す。

社外取締役からのコメント
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単元株式数の変更および株式併合

全国証݊取引ॴは「売ങ୯Ґの集約に向けた行動ܭը」を発表し、2018年10月1日までに、すべての国内上場会社の
ී通株式の売ങ୯Ґを100株に౷一するための取り組みを進めてきました。社もこのझ旨を尊重し、社株式の売
ങ୯Ґ（୯元株式数）を1000株から100株に変更しました（変更日：2018年7月1日）。

また、୯元株式数を1000株から100株に変更するにあたり、ࢿ୯Ґを適切なਫ४に調することを目的として、
株式ซ合（5株を1株にซ合）を実ࢪしました。

2,902億円
売上高

3.6%↑

155億円
経常利益

27.3%↓

153億円
営業利益

25.3%↓
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親会社株主に帰属する当期純利益

19.4%↓
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46.4%
海外売上高比率

588億円
有利子負債

財務情報 2017年度は、ܾ であった東洋インキSCホールディングス（株）および国内連݁子会社ࢉの変更により3月ܾظࢉ
については、2017年4月1日から12月31日の9Χ月ؒを連݁対ؒظとしています。なお、前ظと比ֱする場
合は、連݁会ܭ年度とಉ一の対ؒظに調した前ظ数値との比ֱを記載しています。
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東洋インキグループは、2003年に新聞印刷用インキ「NEWSKING® ECO」
でエコマーク認定を取得して以来、印刷インキを中心にエコマーク認定商品の
拡大に努めてきました。現在は、平版・新聞インキ18商品、グラビアインキ４
商品、樹脂凸版６商品、UV硬化型インキなどその他の印刷インキ４商品、容器
包装・梱包資材１商品の33製品群でエコマーク認定を取得しています。

7.6時間/月
平均残業時間（国内）

35%
新卒女性採用比率（国内）
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